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『史
苑
や
ま
と
９
号
』
発
刊
に
あ
た
っ
て

〈不
長
　

石
　
神
　
尭

生

二
年
に

一
回
定
期
的
に
発
行
し
て
お
り
ま
す

『史
苑
や
ま
と
』
で
す
が
、
母
体
で
あ
る
わ
が
郡
上
郷
土
史
研
究
会
は
、
残
念
な
が
ら
会
員
の
高
齢
化
に

伴
っ
て
活
動
も
停
滞
し
が
ち
で
、
加
え
て
諸
費
用
の
備
蓄
も
な
く
な
り
、
会
誌
発
行
は
前
回
の
第
８
号
を
も

っ
て
休
刊
と
も
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
営
々
と
し
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
先
輩
た
ち
の
意
志
を
継
承
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
第
９
号
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

第
８
号
ま
で
は
、
編
集
、
印
刷
、
製
本
な
ど
す
べ
て
専
門
の
印
刷
会
社
に
委
託
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
費
用
は
市
か
ら
い
た
だ
く
助
成
金
に
よ
つ

て
賄
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
そ
の
資
金
も
な
く
な
り
、
発
行
に
至
る
す
べ
て
の
作
業
を
、
会
員
の
手
作
業
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

原
稿
の
収
集
に
つ
い
て
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
ご
覧
い
た
だ
く
よ
う
に
、
前
回
よ
り
小
規
模
と
は
い
え
、
三
〇
ペ
ー
ジ
を
超
す
冊
子
に
ま

と
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
最
初
の
武
藤
正
文
先
生
の

「木
蛇
寺
殿
憤
記
」
及
び

「尊
星
王
院
鐘
銘
」
は
、
今
回
意
訳
を
付
し
て
い
た
だ
き
、　
一
層
わ

か
り
や
す
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
、
会
員
以
外
の
二
人
の
方
か
ら
特
別
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
郷
土
史
と
し
て
も
価
値
あ

る
断
片
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。　
一
つ
は
桑
田
洋

一
氏
の

「志
比
の
宮
大
工
　
大
久
保
吉
郎
衛
門
」
と
阿
葉
家
愛
子
氏
の

「私
の
戦
争
体
験
　
救
護
看
護
婦

と
し
て
」
の
二
編
で
あ
り
ま
す
。
桑
田
氏
は
あ
る
神
社
の
世
話
役
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
市
内
の
神
社
拝
殿
の
建
築
に
興
味
を
持
ち
、
由
来
の
宮
大
工

を
調
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
阿
葉
家
さ
ん
は
、
郡
上
市
遺
族
会
の
集
ま
り
で
こ
の
体
験
談
を
披
涯
し
た
と
こ
ろ
、
会
場
の
参
列
者
か
ら

「
こ
の
話
を
是

非
何
か
に
残
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
依
頼
を
受
け
て
、
こ
の
会
誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
最
後
の
瀧
日
さ
ん
の

「郡
上
に
つ
た
わ

る
昔
話

・
伝
説
目
録
」
は
非
常
に
膨
大
な
も
の
で
す
が
、
そ
の
中
の
一
部
を
、
資
料
内
容
の
関
係
で
横
罫
で
掲
載
し
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
今
回
は
前
回
に
比
べ
小
規
模

・
省
エ
ネ
の
き
ら
い
は
あ
り
ま
す
が
、　
一
応
研
究
誌
の
体
裁
を
整
え
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
幸
甚
に
思

い
ま
す

。
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ト

ク
ビ

チ

ョ
ウ

エ
イ

ソ
ウ

ソ

ン

セ

イ

オ

ウ
イ

ン

シ

ョ
ウ

メ
イ

禿
尾
長
柄
尋
第
三
　
尊
星
王
院
鐘
銘

（意
訳
）

尊
星
王
院
鐘
銘

（刊
本
）
○
正
宗
竜
統
詩
文
集

禿
尾
長
柄
帯
第
三

尊
星
王
院
鐘
銘

１
濃
之
郡
上
栗
栖
洞
尊
星
王
院
祠
之
側
、
２
本
有
二
楼
鐘

一、
３
応
仁
成
子
、
４
平
宗
玄
兵
敗
之
日
失
・一―
△
焉

一、
５
祠
院
悉
段
、
６
唯
楼
独
存
耳
、
７
明
年
己
丑
、

８
賢
弟
平
常
縁
、
９
再
復
レ
旧
治
、
ｌｏ
而
以
洞
中
無
レ
鐘
為
二
閥
典
一、
Ｈ
壬
辰
之
夏
、
１２
幕
下
諸
老
骨
議
日
、
１３
鐘
者
所
三
‐
以
警
二
昏
晰

一、
１４
法
二
障
蔽

一、
１５
和
二
神

人

一也
、
１６
不
レ
可
三
以
不
二
五
図
一、
１７
因
告
之
院
宰
沙
門
賢
観
、
１８
々
析
然
日
、
１９
偶
有
以
巨
錆
背
子
貨
者
、
２０
吾
為
二
化
主

一、
速
成
ニ
ホ
志

一、
２‐
時
詣
二
白
山
一之

客
多
実
、
２２
鞭
勧
レ
出
二
薄
助

一、
２３
而
後
遍
巡
二
治
内
村
郭

一、

２４
家
拍
二
戸
千
一以
二
一
猪
嚢

一、
２５
乞
二
其
所
レ
有
之
穀

一、
２６
或
米

（栗
）
或
豆
、
２７
随
而
楽
レ
施
、
２８
衆
レ
之
櫂
以
為
三
二
十
細

一、
２９
遂
与
而
取
レ
之
、
３０
其
将
県
、
３‐

観
来
需
二
予
刻
銘

一、　
３２
予
日
、
観
唯
知
レ
鐘
、
３３
所
二
‐
以
其
為

ラ
鐘
則
未
二
之
知

一也
、
３４
吾
暁
レ
之
、
３５
拘
留
孫
仏
、
３６

二
竺
乾
修
多
羅
院
一、
３７
造
皇
目
石
鐘

一、
３８
於
二
日
出
時
一、
３９
有
二
諸
化
仏

一、
与
レ
日
倶
出
、
４０
密
説
顕
演
、
４‐
聞
者
証
聖
、
４２
今
斯
鐘
楼
之
上

４３
亦
復
二
化
仏
演
説
一、
４４
観
聞
邪
否
邪
、
４５
証
聖
者
多
少
、
４６
君
其
間
二
諸
尊
星
王

一、
４７
銘
日
、
仏
之

一
音
、
４８
各
異
二
蕨
聴

一、
４９
随
レ
類
而
解
、

５０
鐘
也
只
寧
、
５‐
惟
天
惟
人
、
５２
諸
夢
忽
醒
、
５３
一
切
悪
趣
、
５４
衆
苦
暫
停
、
５５
功
之
小
大
、
５６
鴻
杵
寸
在
、
５７
雖
レ
云
レ
弗
レ
一
、
５８
沿
利
二
含
霊

一、
５９愛
有
二
神
宇

一、

名
二
之
尊
星
一、
６０
弗
労
三
亮
氏
、
旧
二
其
典
刑

一、
６‐
啓
昏
策
怠
、
６２
干
暁
子
瞑
、
６３
庶
レ
胎
二
万
世
一、
６４
書
レ
之
為
レ
銘

（玉
村
竹
二
編

『五
山
文
学
新
集
』
第
四
巻
）

（注
）
本
史
料
は
福
井
県
平
泉
寺
町
白
山
神
社
官
司
平
泉
澄
氏

（元
東
大
教
授

。
文
学
博
士
）
の
ご
厚
意
に
よ

っ
て
、
収
録
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
）

-2-



尊
星
王
院
鐘
銘

１
溜
之ノ取
ぃ」「彩
栖ス耐
撃
馨
３
隠

神
祠
之

側

、

２
本
有

楼

鐘

３
応
仁

戊

子

４
乳
藉
ガ
鶏
嚇
溜
廣
短
ビ
焔
認

シ
イ

ン

コ
ト

ゴ

ト

ヤ

ク

５
祠
院
悉
殻

６
唯
楼
独
存
耳

７
明

年

己

丑

８
賢
弟
平
常
縁

フタ
タ
ビ
キ
ュウ
エ
フ
ク
シ
オ
サ
ム

９
再

復
　
旧
　
治

美
濃
国
郡
上
栗
栖
洞
、
尊
星
二
院
の

神
社
の
境
内
の
傍
ら
に

元
、
鐘
楼
が
あ
っ
た
　
（本
は
元
）

応
仁
二
年

（
一
四
六
八
）
戊
子
の
年

平
宗
玄

（東
氏
数
）
の
兵
が
破
れ
た
日
、

こ
れ
を
失
火
し
た

神
社
寺
院

（堂
塔
伽
藍
）
は
全
部
焼
け
て
し
ま
っ
た

唯
、
楼
の
一
つ
残
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た

翌
年

（文
明
元
年
　
一
四
六
九
）
文
明
元
年
己
丑
の
年

弟
の
常
縁
が

（賢
は
尊
称
）

再
び
元
に
復
し
治
め
た
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シ

ヨ
ウ

シ

テ

モ

ツ
テ
ド

ウ
チ

ュ
ウ
カ
ネ

ナ

ク

ケ

ツ
テ

ン
ト

ナ

ル

ー０

而

以

洞

中

缶

¨

鐘

為

閥

典

ミ
ズ

ノ

エ
タ

ツ
ノ
ナ

ツ

Ｈ
壬
辰
之
夏

バ
ッ
カ
ノ
シ
ョ
ロ
ウ
シ

ョ
ギ
シ
テ
イ
ワ
ク

‐２
幕
下
諸
老
骨
議
日

力

不
ハ
コ
ン
キ
ン
ラ
ケ
イ
ス
ル
ユ
エ
ン
ナ
リ

‐３
鐘
者
所
‐
以
警
昏
折

シ
ョ
ウ
ヘ
イ

ヲ
キ
ヨ
ン

‐４
法

障

蔽

シ

ン
ジ

ン

ラ
ヤ

ワ
ラ
グ

ナ

リ

‐５
和
神
人

一
也

モ
ッ
テ
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
ハ
カ
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

‐６
不

可

以

不

二

図

ョ

ッ
テ

コ
レ

ラ
イ

ン
サ

イ

シ

ヤ

モ

ン
ケ

ン
カ

ン

ニ
ツ

ッ
グ

‐７
因
告

之
院

宰

沙

門
賢
観

カ
ン
キ
ン
ゼ
ン
ト
シ
テ
イ
ワ
ク

‐８
観

析

然

曰

タ
マタ
マキ
ョ
ヨウ
フ
モ
ッテ
カ
ニヒサ
グ
モ
ノ
ア
リ

‐９
偶
有
以
巨
錆
冑
干
貨
者

而
し
て
、
寺
内
に
鐘
が
な
く
経
典
は
欠
け
る
こ
と
に
な

っ
た

（閥
＝
欠
く
こ
と
）

文
明
四
年
壬
辰
の
年

東
氏
配
下
の
家
臣
た
ち
が
相
謀

っ
て
云
う
に
は

鐘
は
夕

（た
そ
が
れ
）
朝

（あ
け
が
た
）
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
り

障
害

・
煩
悩
を
は
ら
い

（法
＝
昴
弓
つ

障
蔽

（障
は
障
害

・
煩
悩
、
蔽
は
覆
蔽
）

人
の
さ
と
り
を
得
る
こ
と
を
傷
害
す
る
煩
悩
の
こ
と

神

。
人
を
や
わ
ら
げ
な
ご
ま
せ
る
の
で
あ
る

だ
か
ら
速
や
か
に
再
興
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る

よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
寺

（尊
星
王
院
）
の
住
持
で
あ
る
賢
観
に
報
ら
せ
た

（院
宰

＝
寺
の
主
、
寺
院
の
執
事
、
沙
門
＝
出
家

・
修
行
者

。
僧
）

賢
観
は
大

へ
ん
喜
び
欣
然
と
云

っ
た

時
に
、
た
ま
た
ま
大
き
な
鐘
を
も

っ
て
銭
貨
に
か
え
る
者
が
い
る
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ワ
レ
ケ
シ
ュ
ト
ナ
リ
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
サ
ン
ジ
ノ
コ
コ
ロ
ザ
シ
ヲ
ナ
サ
ン

２０
吾

為

化

主

、
速

成

ホ

志

ト
キ

ニ
ハ
ク
サ
ン
ニ
モ
ウ
デ
ル
キ
ャ
ク
オ
オ
シ

２‐
時
詣
白
山
之
客
多
実

ス
ナ

ワ
チ

ハ
ク
ジ

ョ
ダ

ス

ラ

ス

ス

メ

２２
頼

勧

出

薄

助

ン
コウ
シ
テ
ノ
チ
ア
マネ
ク
チ
ナ
イ
ノ
ソ
ンカ
ク
ノイ
エイ
エヲ
メ
グ
リ

２３
而

後

遍

巡

治

内

村

郭

イ

エ
コ
セ
ン
イ
チ
チ
ョ
ノ
ウ
ラ
モ
ッ
テ
タ
タ
ク

２４
家
抑
戸
千
以

一
椿
嚢

ソ
ノ
ュ
ウ
ス
ル
ト

コ
ロ
ノ
コ
ク
ラ
コ
ウ

２５
乞

其

所

有

之

穀

ア
ル
イ
ハ
コ
メ

（ア
ヮ
）
ア
ル
イ
ハ
マ
メ

２６
或
　
米
（栗
）或

豆

シ
タ

ガ

イ

テ
ホ

ド

コ
シ

ヲ
タ

ノ
シ

ム

２７
随

而

楽

施

コ
レ

ヲ
ア

ツ
メ

テ
ウ

リ
ダ

シ

モ

ッ
テ
サ

ン
ジ

ュ
ウ
キ

ョ
ウ
ト

ナ

ル

２８
衆

之

櫂

以

為

〓
一
十

綴

ツ
イ

ニ
ア
タ

エ
ン

コ
ウ

シ

テ

コ
レ

フ
ト

ル

２９
遂

与

而

取

之

ソ
レ
ラ
マ
サ
ニ
カ
ケ
ン
ツ
シ
（ス
）

３０
其

　

将

　

県

自
分

（私
）
が
勧
進
主
と
な
り
、

ち
ょ
う
ど
当
時
白
山
へ
の
参
詣
者
速
や
か
に
こ
の
志
を
成
さ
ん

（客
）
が
多
か
つ

た

実イ
||

即
ち
薄
志
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
奨
め

し
か
し
て
後
、
あ
ま
ね
く
治
内
の
村
の
家
々
を
巡
り

家
を

一
戸
残
ら
ず

一
つ
の
袋
を
も

っ
て
回
り
　
　
一投
ャ
＝
形
べ
つ
は
グ
　
屁
＝
訪
ね
る

そ
れ
ぞ
れ
の
家
が
持
っ
て
い
る
穀
物
を
出
し
て
も
ら
つ
た

（差
し
出
さ
れ
た
物
は
）
あ
る
所
で
は
米

（栗
）
、
あ
る
所
で
は
豆
で
あ

っ
た

求
め
に
随
い
各
家
で
は
喜
ん
で
施
し
て
く
れ
た

こ
れ
を
集
め
て
売
り
、
そ
れ
は
三
十

綴

と
な

っ
た

（
綴

（キ
ョ
ウ
）
＝
絡
、　
一
絹
は
凡
そ
百
文
、
三
十
絹
は
三
千
文
＝
三
貫
文
）

遂
に
こ
れ

（銭
）
を
与
え
て
鐘
を
取

っ
た

（得
た
）

そ
れ
を
正
に
か
け
る
こ
と
に
し
た

・
語
の
上
む
こ
と
ば

・
断
定
の
語
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３‐
観

来

需

予
刻

銘

３２
予
日
、
観
唯
知
鐘

ソ
ノ
カ
ネ
ト
ナ
ル
（タ
ル）ユ
エ
ン
ラ
ス
ナ
ワ
チ
コレ
シ
ラザ
ル
ナ
リ

３３
所

‐
以
其

為

鐘

則
未

之

知
也

ワ
レ
コ
レ
ヲ
サ
ト
ル

３４
吾

暁

之

３５
拘
留
孫
仏

３６
於
竺
乾
修
多
羅
院

３７
造
青

石
鐘

３８
於
日
出
時

３９
有
諸
化
仏
、
与
日
倶
出

モ
ン
ジ

ヤ
シ

ョ
ウ

シ

ョ
ウ

４‐
聞
者
証
聖

４２
今
斯
鐘
楼
之
上

賢
観
が
や
っ
て
き
て
私
に
刻
銘
を
求
め
た

私
は
言

っ
た
、
賢
観
は
た
だ
鐘
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
け
で
あ
る

そ
の
鐘
が
も

っ
て
い
る
本
来
の
意
味
が
ま
だ
分
か

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

私
は
こ
の
こ
と
を
知

っ
て
い
る

拘
留
孫
仏
が
　
（拘
留
孫
仏
＝
過
去
七
仏
の
第
四
仏

江
↓
刊
仏（∝
¨
鉗
籍
イ
翻
¨
鰊
（て該
謎
識
Ｊ

天
竺

（印
度
）
の
修
多
羅
院
に
於
い
て
　
（乾
修
多
羅
院
＝
銘
融
炒
篠ゝ
一
泌
顔
行（策
″
議
リ

青
石
の
鐘
を
造

っ
た

朝
日
が
登
る
時
に

諸
々
の
仏
菩
薩
が
あ
り
、
日
の
出
と
と
も
に
姿
を
現
し
　
（化
仏
＝
れ
つ吉罷
麟嗽
睦喘破
胸鴻脚
範鋤
客

そ
の
教
え
を
聞
い
た
者
に
は
、
聖
に
し
て
真
な
る
も
の
が
証
さ
れ
た

今
又
、
こ
の
鐘
楼
の
上
に

（尊
星
王
院
の
）
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４４
観
聞
邪
否
邪

４５
証
聖
者
多
少

４６
君

上
ハ
問

諸

尊

星
王

４７
銘
日
、
仏
之

一
音

４８
各

異

欣

聴

ル
イ

ニ
シ
タ
ガ
イ
テ
カ
イ
ス

４９
随

類

而

解

カ
ネ

ナ

リ
タ
ダ

ヤ

ス

シ

５０
鐘
也
只
寧

ユ
イ
テ
ン
ニ
タ
ダ
ヒ
ト

ニ

５‐
惟

天
惟
人

シ
ョ
ム
タ
チ
マ
チ
サ
メ

５２
諸
夢
忽
醒

イ

ッ
サ

イ

ノ

ア
ク

シ

ュ

５３

一
切
悪
趣

５４
慇
ゥ観
ライ
ム句
）

賢
観
は
こ
れ
を
聞
い
て
い
る
か
否
か

聖
な
る
証
し
を
得
る
も
の
が
い
く
ら
か
い
る

あ
な
た
は
そ
れ
を
諸
々
の
尊
星
王
に
問
い
か
け
て
い
る
の
だ

鐘
の
銘
文
に
は
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
　
（
鐘
仏
の
声
一我
び

雌

）

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
　
　
（屁
＝
よ「は汁吐師疇ど有「電
）

た
ぐ

い

い
ろ
い
ろ
な
鐘
の
音

（教
え
）
の
類
に
従
つ
て
判
断
す
る

鐘
の
音
は
只
、
安
ら
か
に
安
楽
に
響
く

天
に
も
人
に
も
伝
わ
る
　
　
　
（
惟
ｒ
論
珠
¨
な
い
数
級
）

諸
々
の
め
ぐ
ら
す
思
い

（夢
）
は
忽
ち
醒
め
て

一
切
の
悪
道

。
悪
業

（そ
の
も
と
）

も
ろ
も
ろ
の
苦
し
み
か
ら
暫
く
解
き
放
さ
れ
る
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55
功 ;
之ノ

/1ヽ
;

大孝

５６
鴻
杵
寸
蓬

イ

チ

ナ

ラ
ズ

ト

イ

ウ
ト

イ

エ
ド

モ

５７
雖

一ム

弗
　
一

ア

マ

不ヽ
ク
ガ

ン

レ
イ

フ
リ

シ

５８
沿

利

含

霊

コ
コ
シ

ン
ウ

ア
リ
、
コ
レ

ヲ

ソ
ン
セ
イ

ト

ナ
ツ

ク

５９
麦
有
神
宇
、
名
之
尊
星

フシ
ッ
ノ
テ
ンケ
イ
ラ
キ
ュウ
エス
ル
ヲ
ロ
ウ
ト
セズ

６０
弗
労
亮

氏

、
旧
其

典

刑

６‐
啓
昏
策
怠

６２
子
暁
干
瞑

バ
ン
セ
イ

エ
ノ
コ
サ
ン
ト

不ヽ
ガ
イ

６３
庶

胎

万

世

６４
書

之
為
銘

功
の
大
小

（中力＝
ウ
げしガ
ウサ
ライ
ル）

大
き
な
杵

（撞
木
）
小
さ
な
蓬

（撞
木
）

蓬
＝
茎
な
り

一
様

（同
じ
）
で
は
な
い
と
い
え
ど
も

（沿
＝
掲
繊
枷
」

利
＝
悧
溢
耗
減
％
だ
一
之

あ
ま
ね
く
す
べ
て
の
人
間
を
う
る
お
す
も
の
だ
　
針
いな気櫛
足、
含
霊
＝
畝
畑
″慨味を

こ
こ
に
神
の
社
が
あ
る
、
こ
れ
を
尊
星
と
名
づ
け
た

鐘
の
鋳
造
者
は
そ
の
仏
典
の
き
ま
り
を
旧

（本
）
に
復
す
る
こ
と
を
労
と
せ
ず

暗
き
を
啓
き
明
ら
か
に
し
、
怠
り
を
む
ち
打
つ

暁

（朝
）
に
暮

（夕
）
に

　

（終
日
）

後
々
の
世
ま
で
残
さ
ん
と
願
い

私
は
之
を
書
い
て
鐘
銘
と
し
た
わ
け
で
あ
る

グ冒

[曇
と朔

を直
に

を力
なを
すつヽ
く
鐘し
を⌒
つこ
くめ
力
V
のて
小こ
大と
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卍

（ま
ん
じ
）
の
は
な
し

佐
　
藤
　
と
き
子

私
が
よ
く
乗
せ
て
も
ら
う
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
に
Ｏ
さ
ん
と
い
う
方

が
あ
る
。
歴
史
大
好
き
な
お
兄
さ
ん
で
、
観
光
旅
行
の
お
客
さ
ん
に
も
喜
ば

れ
る
ら
し
い
。
こ
の
Ｏ
さ
ん
、
私
が
乗
る
と
三
度
に

一
度
く
ら
い
は
「
ち
ょ
つ

と
聞
き
た
い
や
け
ど
な
あ
」
と
来
る
。
六
月
某
日
の
質
問
は
私
も
思
い
が
け

な
か

っ
た
の
で
、
書
い
て
見
よ
う
と
思
う
。

「
八
幡
の
愛
宕

（あ
た
ご
）
の
所
に
あ
る
馬
頭
観
音

（ば
と
う
か
ん
の
ん
）

に
な
あ
、
普
通
の
形
と
違
う
、
ド
イ
ツ
の
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
し
る
し
み
た
い
の

が
彫

っ
て
あ
る
の
が

一
つ
あ
る
ん
や
け
ん
ど
、
ど
う
し
て
や
な
？
」

「台
座
に
彫

っ
て
あ
る
ん
か
な
？
、
私
気
が
付
か
な
ん
だ
な
あ
。
そ
ん
な

細
か
い
こ
と
、
よ
う
見

つ
け
な
い
た
な
あ
―
」

車
は
早
く
も
目
的
地
に
着
。
彼
は
紙
切
れ
に
急
い
で

「
卍
」
こ
ん
な
よ
う

な
形
を
描
い
て
見
せ
て
く
れ
る
。
会
に
出
る
時
間
が
あ
る
私
は

「
調
べ
て
知

ら
せ
る
か
ら
ね
！
」
と
約
束
し
て
降
車
。
こ
れ
は
文
化
財
で
愛
宕
の
石
碑
類

の
説
明
看
板
を
建
て
た
時
も
気
付
か
な
か
っ
た
事
で
、
真
剣
な
目
で
見
る
こ

と
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ

「
一
日
も
早
く
答
え
を
知
ら
せ
よ
う
」
と
石
仏
事

典
な
ど
も
調
べ
万
全
を
期
し
た
。

そ
の
少
し
後
に
同
じ
会
社
の
Ｋ
運
転
手
さ
ん
に
出
会

っ
た
。
最
初
に
気
付

い
た
の
は
Ｋ
さ
ん
で
、
早
速

（さ
っ
そ
く
）
０
さ
ん
に
聞
い
た
。
二
人
の
運

転
手
さ
ん
の
不
思
議

（ふ
し
ぎ
）
が
私
の
耳
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
卍
が
寺

院
の
記
号
と
し
て
地
図
に
使
用
さ
れ
て
い
る
事
は
小
学
校
で
学

（ま
な
）
ん

で
い
る
の
だ
が
、
そ
の
種
類
だ
と
か
、意
味
と
か
細
か
い
こ
と
と
な
る
と
は
っ

き
り
知
ら
な
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
う
。

１
、
日
本
に
こ
の
卍
が
入
っ
て
き
た
の
は
、
仏
教
伝
来
と
同
時
と
思
わ
れ
る
。

２
、
「
バ
ン
」
と
か

「
マ
ン
」
と
発
声
す
る
よ
う
に
示
さ
れ
て
、
我
が
国
の

文
字
と
な
っ
た
。

３
、
右
卍

（み
ぎ
ま
ん
じ
Ｙ

左
蛹

（ひ
だ
り
ま
ん
じ
）
。
斜

（な
な
）
め
ヽ

（な
な
め
ま
ん
じ
）
が
あ
る
。

４
、
こ
の
形
は

『釈
迦
如
来
』
の
胸
毛
の
形
か
ら
発
し
た
も
の
と
言
う
説
が

あ
り
、
仏
像
の
足
や
手
、
身
体
に
印

（じ
る
）
す
場
合
が
あ
る
。

５
、
イ
ン
ド
や
中
国
で
は
、
幸
運

・
福

・
吉
祥

（き
っ
し
ょ
う
）
の
し
る
し

に
用
い
ら
れ
、
特
に

「万
徳
円
満
」
の
し
る
し
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て

い
る
。

６
、
経
典

（き
ょ
う
て
ん
）
に
は

「仏
」
を
示
す

「相
」
が
三
十
二
定
め
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

７
、
実
際
の
例
を
少
し
拾
っ
て
見
る
と
、
奈
良
の
薬
師
寺

（や
く
し
じ
）
金

堂
の
本
尊

（奈
良
時
代
前
期
）
や
、
東
大
寺
大
仏
の
台
座

（だ
い
ざ
）

の
蓮
弁

（は
す
の
花
）
に
彫
っ
て
あ
る
線
彫
り
の
仏
像
に
も
、
こ
の
し

る
し
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
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８
、
仏
の
徳
が
こ
の
卍
の
中
心
か
ら
泉
の
如
く
吹
き
出
し
て
く
る
意
味
を

も

っ
て
い
る
と
言
う
。

―

む
す
び

―

石
仏
な
ど
の
お
堂
の
上
部
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
事
も
あ
る
の
で
、
道
端
（み

ち
ば
た
）
に
祀

（ま
つ
）
ら
れ
て
い
る
小
さ
な
石
仏
で
も

「
よ
く
気
を
つ
け

て
拝
し
な
い
と
」
と
強
く
感
じ
、
Ｏ
さ
ん
へ
の
お
礼
の
意
味
で
雄
山
閣
出
版

（庚
申
懇
話
会
編
）
の

『日
本
石
仏
事
典
』
に
よ
り
こ
の
稿
を
記
し
た
が
、

大
雨
と
夏
の
夏
さ
に
体
調
不
良
と
な
り
、
遂
に
実
像
を
写
し
に
出
か
け
ら
れ

な
か

っ
た
。

大
和
町
に
は
、
と
て
も
多
く
の
石
像
類
が
あ
り
、
長
年
記
録
を
取

っ
て
下

さ

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
皆
様
の
目
で
見
つ
け
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
願

う
て
お
り
ま
す
。

三
種
の
卍

・
編
。
ヽ
―
斜
め
の
反
対
回
り
が
万

一
出
現
す
れ
ば
四
種
と
な

り
ま
す
―
、
こ
の
こ
と
は
辞
典
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
み
な
さ
ん
の

新
発
見
に
な
る
は
ず
で
す
。
皆
さ
ま
お
身
体
を
大
切
に
。

―
追
　
記
―

十
月
に
な
り
、
よ
う
や
く
実
物
を
写
し
て
き
ま
し
た
。
美
し
い
馬
頭
観
音

様
で
し
た
。
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文
化
文
政
年
間
郡
上
の
災
害白

石

博

男

は
じ

め

に

災
害
史
は
、
阪
神
大
災
害

・
東
日
本
大
震
災
を
思
い
起
こ
す
ま
で
も
な
く
、

現
代
に
お
い
て
も
特
別
に
重
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
今
更
言
う
ま
で
も

あ
る
ま
い
。

郡
上
地
域
の
災
害
史
全
体
を
調
べ
る
こ
と
は
、
筆
者
に
と

っ
て
は
対
象
が

広
す
ぎ
る
の
で
、
時
代
を
限

つ
て
、
こ
の
た
び
は
、
江
戸
時
代
、
そ
れ
も

一

九
世
紀
前
半
、
文
化

（
一
八
〇
四
～

一
人
Ｙ

文
政

（
一
八

一
八
～
三
〇
）

時
代
の
二
〇
数
年
間
に
限
定
し
て
、
数
少
な
い
史
資
料
の
中
か
ら
、
郡
上
災

害
史
の
ほ
ん
の

一
端
で
は
あ
る
が
、
跡
づ
け
て
み
た
い
。

こ
の
時
期
の
郡
上
の
災
害
に
つ
い
て
の
史
資
料
と
し
て
は
、
筆
者
の
見
た

限
り
で
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

①

「悲
願
寺
元
隆
日
記
」
（以
下

「
元
隆
日
記
」
と
記
す
）
は
、
白
鳥
町

の
悲
願
寺
住
職
元
隆
が
書
き
残
し
た
過
去
帳
兼
日
記
で
、
門
徒
の
死
亡
を
記

録
す
る
過
去
帳
と
し
て
の
本
来
の
役
目
の
ほ
か
に
、
広
く
地
域
中
心
に
世
相
・

事
件
に
つ
い
て
記
述
し
て
お
り
、
郷
土
史
に
つ
い
て
の
貴
重
な
史
料
と
し
て

の
史
的
意
義
は
大
で
あ
る
。
も
う
四
〇
年
近
く
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
筆
者

は
、
白
鳥
町
史
編
集
主
任
坪
井
市
次
郎
氏
が
借
用
し
て
い
ら
れ
た
の
を
、
限

ら
れ
た
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
自
鳥
町
公
民
館
で
借
覧
抄
写
し
た
。　
一
〇
冊

前
後
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

②

「荘
厳
講
執
事
帳
」
亀
白
鳥
町
史
史
料
編
し

は
、
周
知
の
よ
う
に
、

長
滝
寺

（白
鳥
町
長
滝
）
に
残
る
貴
重
な
第

一
級
史
料
で
あ
る
。

③

「万
留
帳
」
亀
大
和
村
史
史
料
編
）

は
、
妙
見
神
社
神
主
粟
飯
原
豊

後
正
の
書
留
で
あ
る
。
世
相

・
事
件
に
つ
い
て
細
か
く
記
録
し
て
あ
り
、
貴

重
な
史
料
で
あ
る
が
、
た
だ
、
「万
留
帳
」
が
書
き
始
め
ら
れ
た
の
が
、
本

稿
の
対
象
範
囲
末
期
の
文
政
九
年

（
一
八
二
六
）
で
あ
る
の
で
、
残
念
な
が

ら
、
こ
の
時
期
の
災
害
史
に
つ
い
て
の
記
事
は
多
く
な
い
。

④

『岐
阜
県
災
異
誌
』
（岐
阜
地
方
気
象
台
編
、
昭
和
四
〇
年
）
は
、
明

治
二
四
年
岐
阜
測
候
所
発
行
の

『往
昔
以
来
三
川
水
被
害
状
況
』
か
ら
、
長

良
川
の
水
害
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
の
で
、
郡
上
地
方
の
水
害
を
知
る
資

料
と
な
る
。

⑤
郡
上
地
域
の
町
村
史
は
も
ち
ろ
ん
基
本
史
料
で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
こ

の
時
期
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
の
は
、
上
記

『白
鳥
町
史
∵

『大
和
村
史
』

の
ほ
か
に
は
、
筆
者
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
『明
方
村
史
史
料
編
』
と

『高

鷲
村
史
』
に
若
干
の
記
事
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

文
化
年
間
の
災
害

文
化
二
年

（
一
八
〇
五
）
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「
三
月
十
五
日
向

コ
ダ
ラ
与
三
右
衛
門
、娘
同
道

二
而
町
出
大
嶋
橋
に
て

娘
落

つ
、
与
三
右
も
引
上
ん
と
て
共
に
川
落
、
与
三
ハ
無
難
二
上
ル
、
娘

ハ
終

い
二
溺
死
す
、
気
の
毒
成
事
也
」
翁
元
隆
日
記
し

と
い
う
川

へ
の
転
落
事
件
が
あ

っ
た
。

向
小
駄
良
村
の
与
三
右
衛
門
父
娘
が
、
大
島
橋
を
渡

っ
て
い
る
時
、
川
に

転
落
し
た
娘
を
助
け
よ
う
と
し
て
与
三
右
衛
門
も
川
に
落
ち
、
与
三
右
衛
門

は
無
事
だ

っ
た
が
、
娘
は
溺
死
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
橋
は
狭
く
、
危
険

な
木
の
橋
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
う
し
た
転
落
事
故
も
時
に
起
こ
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。

こ
の
文
化
二
年
に
は
、

「此
十
七
日
迄
両
度
洪
水
、
大
垣
其
外
甚
水
入
多
、
人
馬
イ
カ
イ
コ
ト
死

ス
、
大
垣
ツ
ツ
ミ
作
候
由
、
長
良
川
よ
り
郡
上
川
水
コ
シ
北
方
ノ
信
州
松

本
五
千
石
御
支
配
ノ
御
役
所
流
候
由
、
当
方
共
も
セ
キ
不
残
切
断
、
道
敷

大
痛
」
（同
前
）

と
い
う
水
害
が
あ

っ
た
。

文
化
五
年
か
ら
三
年
続
い
て
、
郡
上
地
方
を
豪
雪
が
襲

っ
た
。

「正
月
、
当
冬
前
代
未
聞
之
大
雪
、
冬
中

二
雪
弐
丈
八
尺
積
る
。
二
月
前

代
未
聞
大
雪
」
翁
荘
厳
講
執
事
帳
し

と
い
う

「長
滝
寺
荘
厳
講
執
事
帳
」
の
記
事
は
、
文
化
五
年

一
月
～
二
月
の

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
翌
冬
に
あ
た
る
文
化
五
年

一
一
月
に
も
、

「文
化
五
辰
年
十

一
月

大
雪
ふ
り
。
八
尺
斗
御
殿
様
、
其
年
十

一
月
八
日
御
死
去
被
遊
候
」

（原
宗
次
郎
所
蔵

「作
方
帳
」
、
『明
方
村
史
史
料
編
下
巻
し

と
、
八
尺
の
大
雪
と
な
っ
た
。

こ
の
文
化
五
年
の
雪
害
に
つ
い
て
、
『岐
阜
県
災
異
誌
』
に
、
「濃
飛
大
雪
。

郡
上
郡

一
五
尺
、
雪
崩
に
て
数
十
軒
埋
り
負
傷
二
七
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
翌
文
化
六
年

（
一
八
〇
九
）

一
一
月
に
も
、
大
雪
害
と
な
っ
た
。

「十

一
月
近
年
珍
敷
大
雪
二
而
平
九
郎
あ
わ

（雪
あ
わ
）
二
て
家
を
つ
き

つ
ぶ
し
、
女
房
娘
弐
人
、
長
滝
彦
二
郎
娘
こ
れ
は
平
九
郎
下
女
勤
、
石
徹

白
男
与
三
兵
衛
勤
居
遊
二
来
居
合
、暮
れ
六
ツ
頃
以
上
六
人
即
死
、
・

・
‥

・
此
夜
九
ツ
後
、
前
谷
源
右
衛
門
も
家
つ
ぶ
れ
四
人
死
去
、
夫
婦
　
養
女
子
、

又
越
前
板
谷
に
藤
兵
衛
卜
云
ぼ
っ
か
商
人
〆
四
人
死
、
尤
源
右
　
衛
門
ハ
堀

出
候
後
二
日
も
寿
有
終
死
、
新
三
郎
家
も
つ
ぶ
れ
母
と
子
弐
人
　
死
、
父
も

其
時
傷
四
五
日
迄
是
も
死
、
・
・
・
・
・
甚
兵
衛
方
も
馬
屋
路
　
次
臼
屋
つ

き
つ
ぶ
し
、
・
・
・
・
。
人
死
は
無
之

・
・
・
・
・
外

二
而
ハ
　
相
走
古
屋

二
而
親
子
が
死

・
・
・
・
・
越
前
穴
馬
下
山
大
変
松
力
畑
二
而
　
十

一
軒
つ

ぶ
れ
五
十
九
人
計
死
」
（元
隆
日
記
）

と
あ
る
よ
う
に
、
悲
願
寺
周
辺
だ
け
で
も
三
軒
が
つ
ぶ
れ
て
、　
三
二
人
が
死

ん
で
い
る
。

文
化
八
年

（
一
人

一
一
）
八
月
に
は
、

「上
之
保
川
沿
い
郡
上
郡
名
皿
部
村

・
為
真
村

。
大
島
村

・
河
辺
村
に
て

耕
地
数
町
　
歩
を
害
し
、
川
欠
け
或
い
は
荒
地
と
な
る
矢
『岐
阜
県
災
異
誌
し

と
い
う
水
害
が
あ
っ
た
。

翌
文
化
九
年

（
一
八

一
二
）
に
も
大
洪
水
が
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
牛
道
川
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の
被
害
が
大
き
か
っ
た
。

「七
月
晦
日
夜
暮
六
後
よ
り
夕
立
雨

・
・
・
・
ス
ミ
川

一
七
八
年
目
洪
水
、

切
立
二
而
家
流
、
佐
七
惣
吉
二
軒
、
佐
右
衛
門
小
屋
共
二
三
軒
な
り
、
河

部
村
二
而
五
軒
家
流
る
、
牛
道
黒
河
洪
水
、
為
真
村
田
畑
多
流
、
嶋
万
場

村
野
口
よ
り
水
入
示
後
下
新
田
迄
流
候
由
、
口
神
路
村
ノ
上
ヨ
リ
水
入
神

路
川
迄
平
押

・
・
・
・
七
月
晦
日
洪
水
牛
道
ハ
前
代
未
聞
之
水
、
所
々
大

木
流
る
、
中
西
村
氏
神
之
村
淵
之
上
岩
之
出
張
二
御
鍬
堂
と
や
ら

一
社
有

水
湛
へ
、
岩
破
社
流
る
、
右
社
屋
根
は
越
佐
村
に
流
上
り
、
神
は
三
日
市

村
二
上
り
有
之
候
而
貰
来
候
由
、
飛
州
高
山
橋
も
詰
崩
落
候
由
、
自
川
も

洪
水
」
（元
隆
日
記
）

続
く
文
化

一
〇
年
六
月
二
十
八
日
に
も

「上
之
保
川
氾
濫
し
、
郡
上
郡
西
川
村
、
島
馬
場
地
内
堤
切
入
り
、
田
畑

・

家
屋
を
流
出
す
」
亀
岐
阜
県
災
異
誌
し

と
い
う
水
害
が
あ
っ
た
。

文
化

一
二
年

（
一
八

一
五
）

一
月
二
十

一
日
、
大
地
震
が
あ
っ
た
。

「夜
四
ツ
ニ
な
る
こ
ろ
古
今
未
曾
有
之
大
地
震
、
御
堂
卓
之
香
炉
落
、
足

落
る
、
な
ん
で
も
四
ツ
よ
り
朝
六
ツ
迄
数
度
し
ん
、
其
間
も
始
終
ふ
ら
々
々

世
界
中
ウ
ゴ
ク
ヤ
ウ
ナ
コ
コ
ロ
モ
チ
致
候
ナ
リ
、
其
後
も
日
々
地
震
有
之
候
」

（元
隆
日
記
）

痘
塘

の
流
行

こ
の

「元
隆
」
日
記
に
、
北
濃
地
域
に
お
け
る
痘
蒼

（天
然
痘
）
の
流
行

に
つ
い
て
の
記
事
が
か
な
り
多
く
あ
る
。

本
稿
の
対
象
と
す
る
文
化
文
政
年
間
と
い
う
時
期
よ
り
以
前
の
こ
と
で
あ

る
が
、
天
明
元
年

（
一
七
八

一
）
の
記
事
に
、

「此
年
冬
前
谷
二
日
町
痘
清
風
流
」
翁
元
隆
日
記
し

と
あ
り
、
そ
の
九
年
後
の
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
に
も
痘
蒼
が
流
行
し
、

多
数
死
者
が
出
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
、
「元
隆
日
記
」
に
記

録
さ
れ
た
文
化
文
政
年
間
の
北
濃
地
域
に
お
け
る
痘
清
の
流
行
を
見
る
こ
と

と
す
る
。

文
化
二
年

（
一
八
〇
五
）
四
月
二

一
日
、
二
日
町
七
右
衛
門
の
子
が
六

歳
で

「痘
ニ
テ
死
」
と
あ
る
よ
う
に
、
痘
蒼
で
死
去
し
た
。
そ
の
後
、
七
月

二
六
日
、
八
月
二
日
、
八
月
六
日
、
八
月
二
七
日
、　
一
〇
月
七
日
、　
一
〇
月

二
五
日
、　
一
〇
月
三
〇
日
、　
一
一
月

一
七
日

（二
人
）
、　
〓

一月
七
日
、　
一

二
月

一
九
日
と
北
濃
地
域
に
お
い
て
、
悲
願
寺
の
門
徒
の
範
囲
だ
け
で
も
、

一
二
人
が
痘
清
で
死
亡
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
子
ど
も
ば
か
り
で
あ
る
。

六
年
後
の
文
化
八
年

（
一
人

一
一
）
の
暮
か
ら
文
化
九
年
に
か
け
て
、
ま

た
も
痘
清
が
大
流
行
し
た
。

文
化
八
年

一
二
月

一
四
日
に
干
田
野
の
源
助
の
子
が
三
歳
で

「痘
蒼
死
」

し
て
以
後
、　
〓

一月
で
三
児
が
死
亡
し
た
。

翌
文
化
九
年
に
な
る
と
、　
一
月
に
四
人
、
二
月
に
二
人
が
死
亡
し
た
。

-13-



四
月
に
は
七
歳
の
子
ど
も
が
、

「
二
月
十
五
日
よ
り
痘
清
、
三
月
十
二
三
日
よ
り
腫
気
煩
段
々
重
り
四
月

一
日
五
ツ
過
死
去
」
（同
前
）

と
い
う
経
過
で
死
亡
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
四
月
で
五
人
、
五
月
に
六
人
、

六
月
に

一
人
、
八
月
に
四
人
、
九
月
に
五
人
、
十
月
に
五
人
、
さ
ら
に
十

一

月
か
ら
十
二
月
か
け
て
も
六
～
七
人
が
、
痘
塘
で
死
亡
し
た
。

わ
ず
か

一
年
間
で
、
二
日
町

・
歩
岐
島

。
前
谷

・
千
田
野
の
う
ち
、
悲
願

寺
門
徒
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲
で
、
実
に
四

一
～
二
人
の
子
ど
も
が
、
痘
蒼

に
よ

っ
て
命
を
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
八
年
後
の
文
政
三
年

（
一
八
二
〇
）
八
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
、
ま
た
も
痘
蒼
が
流
行
し
、
何
人
か
の
子
ど
も
が
死
亡
し
た
。

こ
の
痘
蒼
の
流
行
は
、
お
そ
ら
く
史
料
の
残
ら
な
い
白
鳥
町
の
他
の
地
域

や
郡
上
郡
内
の
各
村
に
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
み
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

江
戸
幕
藩
体
制
の
矛
盾
の
激
化
と
い
う
背
景
の
も
と
、
武
士
階
級
に
よ
る

財
政
窮
乏
と
慢
性
的
な
農
村
窮
乏
の
な
か
、
凶
作

・
飢
饉
に
苦
し
み
、
伝
染

病
に
襲
わ
れ
て
お
び
た
だ
し
い
数
の
子
ど
も
が
死
ん
で
い
っ
た
当
時
の
農
村

の
状
態
は
、
ま
さ
に
言
語
に
絶
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

「悲
願
寺
元
隆
日
記
」
は
、
文
政
六
年

（
一
八
二
三
）
、
元
隆
が
八
六
歳
で

死
去
し
た
年
ま
で
で
終
わ

っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
後
の
痘
塔
の
流
行
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
傾
向
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
以
後
も
、

そ
し
て
他
の
地
域
で
も
、
か
な
り
何
度
も
痘
療
の
流
行
に
苦
し
ん
だ
こ
と
は

容
易
に
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
政
年
間

の
災
害

文
政
三
年

（
一
八
二
〇
）
、

「卯
之
冬
大
雪
、
壱
丈
弐
三
尺
積
」
翁
荘
厳
講
執
事
帳
し

と

一
丈
二
、
三
尺
と
い
う
大
雪
が
降
り
、
さ
ら
に
同
年
、

「
八
月
四
日
夜
大
風
、
五
日
昼
大
雪
、
同
夜
五
ツ
時
大
洪
水
出
′
前
代

未
聞
之
事
也
、
当
寺
田
所
水
流
多
分
有
之
也
」
（同
前
）

と
大
洪
水
が
あ
っ
た
。

文
政
四
年
八
月
に
は
、

「上
ノ
保
川
沿
い
郡
上
郡
歩
岐
島
村

。
為
真
村

・
越
佐
村

。
名
皿
部

村
で
耕
地
数
町
歩
を
害
し
、
下
流
武
儀
郡
郡
上
川
沿
い
前
野
村
に
て
耕
地

を
害
し
、
ま
た
は
川
敷
と
な
る
」
翁
岐
阜
県
災
異
誌
し

と
い
う
水
害
が
あ
っ
た
。

文
政
六
年
の
記
事
に
、

「去
年
八
幡
宮
ヶ
瀬
橋
落
候
而
去
冬
よ
り
掛
か
へ
普
請
有
之
、
当
山
二
而

も
上
よ
り
頼
二
而
宮
木
三
本
伐
、
材
木
旧
冬
不
残
寄
此
節
過
半
出
来
」
翁
荘

厳
講
執
事
帳
し

と
あ
り
、
文
政
五
年
に
八
幡
町
宮
ヶ
瀬
橋
が
流
失
し
、
そ
の
再
建
の
た
め

に
、
長
滝
寺
か
ら
も
宮
木
等
を
拠
出
し
て
い
る
。

文
政
七
年
の
記
事
に
、

「去
年
十

一
月
十
五
日
京
都
東
本
願
寺
焼
失
、
難
火
之
由
風
聞
也
」

（同
前
）

-14-



と
、
ユ削
年
の
文
政
六
年

一
一
月

一
五
日
に
お
け
る
京
都
東
本
願
寺
お
焼
失
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。

文
政
八
年

（
一
八
二
五
）
は
、

「
八
月
十
四
日
昼
八
ツ
半
よ
り
七
ツ
過
迄
大
洪
水
、
前
代
未
聞
ノ
水

也
、
六
年
巳
然
大
水
よ
り
も
八
尺
程
も
大
き
な
由
也
、
郡
中
水
損
彩
敷
、

当
寺
田
畑
川
除
悉
流
損
、
当
寺
大
門
下
へ
川
切
替
り
候
也
、
右
豪
潮
尊
者

左
登
坂
村
村
、
水
二
而
同
所
滞
留
、
当
寺
よ
り
宝
憧
坊

・
少
将
両
人
送
リ

ニ
参
、
甚
難
渋
い
た
し
候
也
、
当
秋

一
統
大
凶
年
な
り
」
（同
前
）

と
、
大
洪
水

・
大
凶
作
の
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
八
月
十
四
日
の
水
害
に
よ
り

阿
多
岐
村
は
連
年
の
窮
乏
に
拍
車
を
か
け
ら
れ
、
翌
文
政
九
年
に
救
済
金
の

借
用
を
藩
に
願
い
出
て
い
る
。

こ
の
大
水
害
に
つ
い
て
は
、
『岐
阜
県
災
異
誌
』
に
、

「長
良
川
上
流
上
ノ
保
川
沿
い
郡
上
郡
歩
岐
島
村

・
大
島
村

・
白
鳥
村

。
徳
永
村

。
河
辺
村
に
て
耕
地
数
十
町
歩
を
害
し
、
川
欠
け
或
は
荒

地
と
な
り
、
下
流
郡
上
川
沿
い
上
田
村

・
山
田
村

。
大
原
村

。
三
戸
村

に
て
堤
長
九
百
間
を
破
り
、
流
家
八
戸
、
被
害
耕
地
数
町
歩
」

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

『高
鷲
村
史
』
に
は
、
こ
の
八
月

一
四
日
大
風
水
害
に
よ
り
山
ぬ
け
が
あ

り
各
地
で
川
場
の
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
こ
と
、
こ
の
年
長
滝
村
で

全
壊
家
屋
十
五
軒
、
半
壊
家
屋
二
十
軒
に
及
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

文
政
九
年
に
は
、

「
三
月
ョ
リ
追
々
疫
病
ハ
ヤ
リ
、
十
二
月
時
分
迄
二
八
人
斗
死
、
但
シ

妙
見
垣
内
計
ナ
リ
。
凡
作
方
八
分
ノ
世
ノ
中
ナ
リ
」
亀
万
留
帳
し

と
疫
病
の
流
行
が
あ
り
、

文
政

一
一
年

（
一
八
二
人
）
に
は
、

「十

一
月
十
二
日
辰
の
剋
よ
り
越
後
国
大
地
震

・
・
・
・
身
の
毛
も

よ
だ
つ
厳
さ
な
り
」
「
同
前
し

と
越
後
国
大
地
震
の
記
事
が
あ

っ
た
。
こ
の
地
震
は

「
越
後
西
条
地
震
」
と

呼
ば
れ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六

・
九
、
死
者

一
六
人

一
人
の
大
地
震
で
あ

っ

た
。文

政

一
二
年
　
（
一
八
二
九
）
、

「此
時
大
雪
、
自
冬
至
春
二
迄
壱
丈
余
、
大
屋
根

へ
は
し
ご
な
く
登
候
」

翁
荘
厳
講
執
事
帳
し

と
い
う
大
雪
が
降
っ
た
。
こ
の
大
雪
に
よ
り
、
こ
の
年
、

「
二
月
十
三
日
夜
裏
屋
根
な
だ
れ
い
で
大
キ
損
し
、軒
巾
十
七
間
上
へ
三

間
余
破
失
い
た
し
、
た
る
木

・
は
ね
木
不
残
折
落
」
（同
前
）
　
　
　
　
と
、

長
滝
寺
の
大
講
堂
が
損
害
を
蒙
っ
た
。
な
お
こ
の
破
損
し
た
大
講
堂
屋
根
は
、

翌
年

（文
政

一
三
年
＝
天
保
元
年
）
六
月
か
ら

一
二
月
ま
で
に
ほ
ぼ
修
復
さ

れ
た
。

こ
の
文
政

一
二
年
に
は
、

「去
秋
大
風
二
而
西
国
筋
津
な
ミ
所
々
へ
来
り
、
肥
前

・
筑
前

・
讃
州

。
長
州
辺
二
而
凡
拾
弐
三
万
石
海
と
な
る
よ
し
な
り
」
（同
前
）

と
い
う
西
日
本
に
お
け
る
津
波
の
記
事
が
あ
る
。　
こ
の
文
政

一
二
年
に
は
、

「
ひ
か
ん
過
迄
畑
二
雪
有
、
麦
四
分

一
ほ
ど
く
さ
る
な
り
、
凡
雪
高
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六
尺
ほ
ど
ふ
る
。
・
・
・
・
四
月
十
日
四
ツ
時
に
大
地
震
い
る
な
り

。

・

・
同
月
十

一
日
明
け
六
ツ
半
時
地
震
い
る
な
り

。
・
・
・
・
六
月
十
　
二

日
　
九
ツ
時
過
地
震
い
る
な
り
」
翁
万
留
帳
し

と
地
震
の
記
事
が
あ
り
、
さ
ら
に
翌
文
政

一
三
年
に
も
、

「七
月
二
日
京
都
大
地
震
、
所
々
堂
塔
つ
い
し

（築
地
）
破
損
、
東
本
願

寺
御
真
影
御
門
主
様
焼
跡
之
新
屋
敷
二
而
二
日
三
夜
之
間
御
明
被
成
候
と

申
也
」
（同
前
）

と
京
都
地
震
の
記
事
が
あ
る
。
こ
の
京
都
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六

・

四
、
死
者
二
八
九
人
の
地
震
で
あ
っ
た
。
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不
発
に
終
わ
っ
た
万
場
の
炭
鉱

佐
　
藤
　
光

は
じ
め
に

先
に
郡
上
藩
延
宝
騒
動
で
お
暇
に
な
っ
た
家
老
遠
藤
杢
之
助
と
明
治
期
ま

で
の
遠
藤
家
代
々
の
墓
が
群
馬
県
高
崎
市
に
あ
る
事
を
知
ら
せ
て
下
さ
っ
た
、

同
県
藤
岡
市
在
住
の
中
村
茂
氏

（『郡
上
史
談
』
第

一
三
二
号
、
平
成
二
二

年

一
〇
月
発
行
に
紹
介
）
か
ら
次
の
手
紙
と
共
に
、
写
真
の
地
図
が
送
ら
れ

て
き
た
。

「御
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。
遠
藤
清
兵
衛

（杢
之
助
）
で
は
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
旧
高
崎
藩
士
川
合
英
夫
家
か
ら
文
書
寄
贈
の
話
が
あ
り
調
査
を

行

っ
て
い
ま
す
。
川
合
家
は
明
治
以
後
群
馬
県
官
吏
と
な
り
、
退
職
後
、

戦
争
中
に
高
崎
市
に
あ

っ
た
東
部
地
方
鉱
山
局
に
勤
務
し
ま
し
た
。

こ
の
川
合
家
資
料
の
中
に
、
郡
上
郡
弥
富
村
万
場
の

「
石
炭
試
掘
鉱
区

図
」
が
あ
り
ま
し
た
。
出
願
人
は
弥
富
村
剣
二
八

一
の
二
番
地
加
藤
耕
二
、

弥
富
村
万
場

一
六
五
人
番
地
　
寛
安
次
郎
の
二
名
で
す
。
ど
う
や
ら
「剣
」

は
佐
藤
様
の
居
住
地
ら
し
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
の
図
は
高
崎
市

に
寄
贈
さ
れ
て
も
扱
い
に
困
る
の
で
、
郵
送
し
ま
す
か
ら
貰

っ
て
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」

私
は
万
場
に
炭
鉱
が
あ

っ
た
こ
と
は
全
く
知
ら
な
か

っ
た
。
早
速
大
和
町

史
通
史
編
下
巻

（昭
和
六
三
年

一
二
月

一
五
日
発
行
）
に
当

っ
て
み
た
が
、

鉱
工
業
の
箇
所
に
は
、
「当
村
の
鉱
業
は
、
砕
石
事
業
所
が
二
、
三
あ
る

の
み
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
試
掘
と
は
言
え
、
こ

の
炭
鉱
に
は

一
切
言
及
し
て
い
な
い
。

一
昨
平
成
二
二
年

一
一
月
、
中
村
さ
ん
か
ら
こ
の
鉱
区
図
を
頂
い
て
か

ら
ず

つ
と
気
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
今
回
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
と

は
言
え
、
何
か
ら
何
ま
で
分
ら
な
い
事
ば
か
り
で
あ
る
。

①
　
鉱
業
権
取
得
申
請
に
付
随
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

石灰試掘鉱区図(75.Ocm× 55.Ocm)

石
炭
試
掘
鉱
区
図
に
つ
い
て
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②
　
提
出
期
日
　
昭
和

一
五
年
七
月

一
五
日

（受
付
日
）

③
　
場
所
　
岐
阜
県
郡
上
郡
弥
富
村
万
場
字
柿
ヶ
洞
、
井
上
洞

④
　
試
掘
面
積
　
七
〇

一
、
九
四
七
坪

⑤
　
出
願
者
代
表
　
加
藤
耕
二
、
出
願
者
　
寛
安
次
郎

⑥
　
提
出
先
　
東
京
鉱
山
監
督
局

①
　
加
藤
耕
二
　
弥
富
村
助
役

（在
任
昭
和
九
年
二
月
～
同
一
二
年
二
月
）、
弥
富
村

長

（在
任
昭
和
三
二
年
四
月
～
同
二
六
年
三
月
）、
後
岐
阜
県
議
会
議
員

寛
安
次
郎
農
業
、
地
区
の
有
力
者

採
炭

の
様
子

試
掘
の
場
所
は
、
試
掘
鉱
区
図
に
あ
る

「露
頭
」
と

一
致
す
る
が
、
寛
安

次
郎
家
の
当
主
寛
優
氏
に
伺

っ
て
も
、
そ
れ
ら
し
い
資
料
は
何
も
残
さ
れ
て

い
な
い
と
の
こ
と
。
試
掘
に
加
藤
耕
二
、
寛
安
次
郎
が
関
っ
て
い
た
か
ど
う

か
も
わ
か
ら
な
い
。
試
掘
が
何
時
か
ら
始
ま
っ
た
か
も
定
か
で
な
い
。
畑
佐

鉱
山
の
関
係
者
と
思
わ
れ
る
、
今
泉
某
が
責
任
者
と
し
て
現
場
の
指
揮
を

取
っ
て
い
た
が
、
勧
進
元
は

一
宮
の
富
豪
で
、
そ
の
息
子
と
か
が
現
場
に
来

て
い
た
と
も
い
う
。
出
炭
は
粗
悪
で
売
物
に
な
ら
ず
、
炭
油
の
採
取
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
試
み
た
よ
う
だ
が
、
う
ま
く
行
か
ず
、
昭
和
二
二
年
ご
ろ
、
今
泉

某
は
最
後
の
賃
金
も
未
払
い
の
ま
ま
、
逃
げ
る
よ
う
に
畑
佐
へ
帰
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
現
場
で
働
い
て
い
た
大
中
宏
氏
の
話
で
は
、
不
払
い
賃
金
の

支
払
い
請
求
に
畑
佐
ま
で
押
し
か
け
た
が
、
奥
さ
ん
に
し
か
会
え
ず
、
せ
め

て
こ
れ
で
も
と
、
古
い
荷
車
を
貰
っ
て
帰
宅
し
た
と
の
事
で
あ
る
。

現
地
探
訪

秋
の
一
日
、
万
場
在
住
の
大
中
宏
、
大
中
宏
美
、
桑
田
洋

一
、
三
氏
に
案

内
を
お
願
い
し
て
、
現
場
を
訪
ね
た
。

長
良
川
右
岸
に
沿
つ
て
走
る
、
県
道
五
二
号
線

（自
鳥
板
取
線
）
を
北
進

し
、
上
万
場
の

「大
和
斎
場
入
口
」
の
案
内
板
で
左
折
し
て
柿
ヶ
洞
道
へ
入

る
。
お
よ
そ
三
八
〇
房
進
ん
で
車
を
降
り
、
左
手
の
山
道
を
井
上
谷

（
い
が

み
だ
に
）
に
沿
っ
て
一
〇
〇
屑
程
行
く
と
、
道
は
二
つ
に
分
か
れ
る
。
当
時

道
は

一
本
で
、
そ
の
ま
ま
進
ん
だ
が
、
平
成
二
年

一
月
に
竣
工
し
た
砂
防
堰

堤
の
た
め
、
行
き
止
ま
り
に
な
っ
た
。
道
の
一
つ
は
堰
堤
の
迂
回
路
で
あ
る
。

迂
回
路
を
登
る
と
、
堰
堤
の
上
手
に
当
時
の
選
炭
場
を
眼
下
に
見
下
ろ
す
こ

と
が
出
来
る

（写
真
）
。

選
炭
場
の
右
手
の
山
に
坑
道
が
三
本
掘

ら
れ
て
い
た
と
云
う
が
、
あ
ち
こ
ち
探

し
た
が
、
そ
れ
ら
し
い
も
の
は
見
当
た

ら
な
か

っ
た
。

写
真
奥
手
の
左
山
裾
に
、
現
場
の
無

事
故
を
祈
願
す
る
た
め
に
、
観
音
像
が

祀
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
現
在
は
井
上

智
家
に
あ
る
と
の
こ
と
、
後
日
井
上
家

を
訪
ね
た
。
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井
上
妙
子
さ
ん
の
話

祖
父

（故
井
上
政
本
さ
ん
）
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
話
さ

れ
た
。

現
在
の
家
の
裏
手
に
元
の
家
が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
は
祖
父
が
戸
主
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
家
に
炭
鉱
関
係
者
で
、
責
任
者
ら
し
い
、
ち
ょ
び
髭
を
は
や
し

た
今
泉
某
と
、
ほ
か
に
二
人
止
宿
し
て
い
た
。
事
業
の
目
処
が
立
た
ず
引
き

上
げ
る
と
き
、
宿
泊
代
の
形
に
こ
の
聖
観
音
立
像
を
受
け
取
っ
て
下
さ
い
と
、

置
い
て
行
っ
た
。
そ
の
頃
は
御
仏
飯
を
供
え
る
な
ど
給
仕
を
し
て
い
た
が
、

そ
の
内
に
知
り
合
い
の
者
た
ち
に
勧
め
ら
れ
て
、
閉
廟
法
要

（
い
わ
ゆ
る
し

ん
抜
き
）
を
勤
め
、
美
術
品
と
し
て
大
切
に
保
管
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

フ０
。

お
わ
り

に

中
村
茂
氏
か
ら
贈
ら
れ
た

一
枚
の
図
面
か
ら
、
万
場
井
上
洞
に
計
画
さ
れ

た
炭
鉱
に
日
を
当
て
よ
う
と
試
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
以
上
の
事
は

不
明
の
ま
ま
で

一
先
ず
終
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
期
の
日
本
の
総
力
戦
体
制
の
根
幹
と
な
っ
た
法
律

「国

家
総
動
員
法
」
の
下
で
、
資
源
の
開
発
を
試
み
た
の
か
、
或
い
は
、　
一
捜
千

金
を
夢
見
た
の
か
、
そ
れ
す
ら
も
解
明
で
き
な
い
。
た
だ
、　
一
枚
の

「石
炭

試
掘
鉱
区
図
」
と

一
体
の
聖
観
音
立
像
が
遺
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

お
願

い

何
か
手
が
か
り
を
得
た
い
と
思
い
、
蛮
勇
を
振
る
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
稿

を
試
み
ま
し
た
。
お
読
み
に
な
つ
て
、
お
気
付
き
の
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
佐
藤
光

一
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

聖観音立像(背面) 聖観音立像 (正面)高さ86cm
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家
系
図
を
作
ろ
う

河
　
△
口
　
利
　
雄

現
在
、
私
は
二
人
の
子

（
一
男

。
一
女
）
と
五
人
の
孫

（四
男

。
一
女
）

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
昨
年
、
私
が
八
十
歳
の
傘
寿
を
迎
え
た
と
い
う
の
で
、

お
祝
い
の
会
を
開
い
て
く
れ
た
。

も
し
縁
が
な
く
て
今
の
妻
と
結
ば
れ
て
い
な
か

っ
た
と
し
た
ら
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
こ
う
し
た
顔
ぶ
れ
の
集
ま
り
は
な
い
こ
と
だ

っ
た
。
そ
の
後
、

縁
あ

っ
て
結
ば
れ
た
三
組
の
夫
婦
、
そ
れ
に
よ
る
五
人
の
孫
た
ち
、
思
え
ば

全
く
不
思
議
な
縁
で
の

一
つ
の
血
縁
の
成
立
で
あ
る
。
私
は
そ
ん
な
こ
と
を

考
え
な
が
ら
、
集
ま

っ
た
み
ん
な
の
顔
を
見
回
し
て
い
た
。

面
白

い
こ
と
に
、
親

。
子

・
兄
弟

。
従
兄
弟

（
い
と
こ
）
た
ち
、
姿
、
形

が
何
と
な
く
似
て
い
る
こ
と
に
気
付

い
た
。
血
の
繋
が
り

（遺
伝
子
）
に
よ

る
も
の
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
集
ま
り
を
原
型
に
し
て
、
も

っ
と
拡
大
し
た
集
ま
り
が
み
ら
れ

る
の
が
、
結
婚
式
と
か
葬
儀
な
ど
の
親
成
の
集
合
の
場
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
出
会

っ
た
こ
と
の
な
い
叔
父

・
叔
母

・
従
兄
弟

（
い
と
こ
）
な
ど

に
再
会
す
る
の
も
、
こ
ん
な
場
で
あ
る
。

こ
う
し
た
関
係
を
図
示
し
た
も
の
が
、
家
系
図
で
あ
る
。

両
親
が
あ

っ
て
の
自
分
で
あ
り
、
そ
の
ま
た
両
親
の
親
は
と
遡

っ
て
、
単

純
に
十
代
遡
る
だ
け
で
千
二
十
四
人
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
兄
弟
ま
た
子
供

な
ど
と
数
え
上
げ
れ
ば
、
気
の
遠
く
な
る
ほ
ど
の
数
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

私
は
せ
め
て
曾
祖
父
母
の
代
ま
で
位
、
遡

っ
て
家
系
図
の
作
成
を
試
み
た

が
、
不
明
な
点
も
多
く
、
そ
れ
で
も
百
名
を
越
え
る
人
に
の
ぼ
っ
た
。
子
供

た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
更
に
母
方
の
親
戚
と
も
繋
が
り
が
あ
り
、
驚
く
ほ
ど
の

繋
が
り
の
数
に
の
ぼ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か

っ
た
が
、
連
綿
と
つ
な
が
る
ご
先
祖
か
ら
の
命
の

流
れ
の

一
酌
と
し
て
、
自
分
が
在
る
こ
と
。
よ
り
よ
く
生
き
、
次

へ
と
バ
ト

ン
タ
ツ
チ
し
な
く
て
は
と
の
自
覚
と
責
任
を
痛
感
し
た
。
そ
れ
に
、
互
い
に

支
え
合
い
連
帯
し
、
絆
を
大
切
に
日
々
を
生
き
て
ゆ
く
こ
と
の
大
切
さ
等
、

家
系
図
作
成
の
仕
事
は
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
た
。
み
ん
な
に
も
推
奨
し

た
い
。

更
に
、
で
き
れ
ば
こ
の
作
成
の
過
程
の
中
で
、
明
治
以
後
で
先
祖
た
ち
が

各
時
代
を
ど
の
よ
う
に
生
き
抜
か
れ
た
か
、
そ
の
喜
び
や
悲
し
み
を
足
跡
と

し
て
集
録
さ
れ
る
こ
と
を
勧
め
た
い
。
古
老
の
語
る
い
ろ
い
ろ
な
話
の
中
に
、

郷
土
の
歴
史
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
が
、
投
影
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「戦
争
な
ん
か
に
、
何
の
大
義
も
な
い
、
人
間
ど
う
し
の
殺
し

合
い
で
・Ｌ

「あ
の
頃
は
、
秋
に
な
る
と
年
貢
米
を
積
ん
だ
荷
車
が
、
た
く

さ
ん
村
か
ら
、
八
幡
へ
続
い
た
も
ん
や
。
」
色
々
な
つ
ぶ
や
き
は
尊
い
。

―
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白
鳥
神
社
本
殿
再
建

（白
鳥
）
、　
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）
、

平
成
二
〇
年

（二
〇
〇
八
）
郡
上
市
重
要
文
化
財
指
定
。

大
工
棟
梁
　
大
久
保
吉
郎
右
衛
門
、
彫
刻
師
　
工上
川
彫
り
瀬
川
治
助

重
光
。

南
宮
神
社
本
殿
再
建

（万
場
）

嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
三
月
　
（年

号
は
花
火
筒
由
緒
に
よ
る
）
、　
棟
梁
　
大
久
保
吉
郎
右
衛
門

洞
泉
寺
鐘
楼

（八
幡
町
　
尾
崎
）
、　
志
比
大
工
棟
梁
大
久
保
吉
郎
衛
門

作
と
言
わ
れ
て
い
る
、　
年
号
不
明
。

八
幡
大
火
に
て
消
失
。
そ
の
後
八
幡
町
初
音
の
大
工
西
川
省
三
氏
に

よ
り
牛
道
橋
諸
光
雲
寺
鐘
楼
と
同
様
の
も
の
を
再
建
し
た
。

白
山
仲
居
神
社
本
殿

（石
徹
白
）
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）、

永
平
寺
町
大
工
棟
梁
　
玄
之
源
左
衛
門
、　
彫
刻
師
、同
地
の
後
藤
兼

之
助
、
立
川
富
昌

（七
五
歳
）
、
立
川
昌
敬
　
「白
山
仲
居
神
社
由
緒
」

よ

り

。

円
覚
寺
本
堂

（向
小
駄
良
）
再
建
　
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
、
大
工

棟
梁
　
大
久
保
吉
郎
右
衛
門
　
。　
大
工
の
中
に
万
場
の
稲
葉
惣
吉

氏
の
名
あ
り
。

南
宮
神
社

（万
場
）、　
　
棟
札

・
泰
正

一
位
南
大
明
神
　
明
治
八
年

（
一
人
七
五
）
、　
大
工
　
越
前
国
古
田
郡
志
比
　
大
久
保
吉
郎
右
衛

門

（建
立
物
？
）。

光
雲
寺
鐘
楼

（牛
道
橋
詰
）
、　
明
治
三
二
年

（
一
八
九
九
）

志
比
の
堂
宮
大
工
　
大
久
保
吉
郎
衛
門

桑

田

洋

一

曹
洞
宗
開
祖
道
元
に
よ
つ
て
開
か
れ
た
永
平
寺
の
、
建
造
物
を
担
当
す
る

専
属
集
団
の
大
工
と
し
て
、
寺
の
支
配
下
に
大
工
村
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

道
元
が
宋

（中
国
）
か
ら
伴
っ
て
き
た
玄
盛
繁

（く
ろ
の
じ
ょ
う
は
ん
）
を

祖
と
し
て
成
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）
、
「境
内

水
帳
大
工
門
前
」
、
大
工
七

一
名
、
宝
暦
五
年

（
一
七
五
五
）
「大
工
門
前
四

五
軒
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
優
れ
た
技
術
と
余
剰
労
働
力
が
次
第
に
永
平
寺

以
外
の
建
築
工
事
に
も
進
出
し
た
。

郡
上
で
の
記
録

一　
熊
野
神
社
拝
殿

（万
場
）
、　
元
禄
四
年

（
一
六
九
二
）
、

大
工
　
越
前
し
い
佐
助
。
長
徳
寺

「年
々
諸
見
聞
日
記
覚
帳
」
よ
り

一　
宮
ケ
瀬
橋
架
替

（八
幡
）
、　
天
保

一
二
年

（
一
八
四
二
）
、

大
工
　
越
前
し
い
也
。　
コ
一番
萬
留
帳
」
よ
り
。

― η ―



棟
札

・
吉
郎
右
衛
門
　
　
八
十
五
才
。　
木
鼻
の
彫
刻
は
大
久
保
作

作
左
衛
門

南
宮
神
社

（万
場
）
、
拝
殿
再
建
　
明
治
三
三
年

（
一
九
〇
〇
）
、

棟
札

。
大
久
保
吉
郎
右
衛
門
代
理
　
伊
藤
新
左
衛
門
。

（神
社
由
緒
に
は
、
吉
郎
右
衛
門
養
子
　
佐
太
郎
と
あ
る
）。

長
滝
白
山
神
社
、
明
治
三
二
年
の
火
災
で
全
焼
。
そ
の
後
拝
殿
は
大
久

保
吉
郎
右
衛
門
、　
拝
殿
の
枡
組
格
天
丼
は
大
門
米
次
郎
と
白
石
為

治
郎
、
三
島
幸
ら
。
こ
の
こ
ろ
吉
郎
右
衛
門
は
高
齢
の
た
め
直
接
の

仕
事
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
弯
郡
上
歴
史
考
』
よ
り
。
）

【付
記
】
筆
者
は
大
和
町
在
住
、
神
社
建
築
に
興
味
を
持
ち
、
郡
上

市
内
に
あ
る
志
比
の
官
大
工
足
跡
を
調
べ
て
い
る
。
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□
鱚
肉

私
の
戦
争
体
験
記
救
護
看
護
婦
と
し
て

阿
葉
家
　
愛
　
子

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
私
は
阿
葉
家
愛
子
と
申
し
ま
す
。
私
は
こ
の
た
び

戦
争
体
験
に
つ
い
て
述
べ
る
よ
う
に
要
請
を
受
け
ま
し
た
が
、
私
は
戦
争
に

つ
い
て
、
外
部
の
方
た
ち
対
象
に
し
て
は

一
度
も
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
し
、
ま
し
て
や
大
勢
の
方
々
向
け
に
お
話
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
上
話
し
下
手
で
す
の
で
、
お
見
苦
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
恥
を
忍

ん
で
、
私
が
赤
十
字
の
看
護
婦
と
し
て
招
集
さ
れ
、
戦
地
に
派
遣
さ
れ
て
体

験
し
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

赤
十
字
の
場
合
、
本
社
が
東
京
に
あ
っ
て
、
全
国
各
県
ご
と
に
支
部
が
あ

り
、
出
身
県
の
支
部
に
所
属
し
ま
す
。

私
は
昭
和
十
八
年
、
高
山
赤
十
字
病
院
の
救
護
看
護
婦
養
成
所
を
卒
業
し

ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
の
真
っ
最
中
で
、
卒
業
す
る
と
同
期
生
は
次
々
と
招

集
さ
れ
、
戦
地
に
、
ま
た
内
地
の
陸
海
軍
病
院
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
岐
阜
支
部
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
本
社
の
指
示
で
、
班
が
編
成
さ
れ
、

各
人
に
召
集
令
状
が
届
き
ま
す
。　
一
個
班
は
書
記

一
名
、
婦
長

一
名
、
看
護

婦
二
十
名
、
使
丁

一
名
、
の
二
十
三
名
で
す
。
昭
和
十
八
年
十
月
二
十
日
に

招
集
さ
れ
、
十

一
月
三
日
に
四
八
七
班
と
し
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

十

一
月
三
日
岐
阜
駅
出
発
、
五
日
広
島
に
到
着
し
、
他
支
部
の
班
と
合
流

し
て
十
個
班
で
し
た
。
宇
治
港
で
輸
送
船
に
乗
船
し
出
航
し
ま
し
た
。
行
く

先
は
知
ら
さ
れ
ま
せ
ん
。
十
二
隻
の
船
団
で
し
た
。
海
は
大
変
危
険
で
、
日

夜
潜
水
艦
の
見
張
り
を
救
護
班
も
交
代
で
や
り
ま
し
た
。
船
内
で
は
毎
日
避

難
訓
練
を
し
ま
し
た
。
あ
る
朝
、
船
団
の
一
隻
が
、
潜
水
艦
に
撃
た
れ
て
撃

沈
し
ま
し
た
。
す
ご
い
音
で
私
た
ち
も
驚
い
て
、
飛
び
起
き
て
甲
板
に
上
が

り
ま
し
た
。

十
二
月

一
日
、
昭
南
島
に
無
事
到
着
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
初
め
て
ビ
ル
マ

に
行
く
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
便
が
あ
る
ま
で
南
方
陸
軍
病
院
の
分
院

に
補
助
勤
務
を
し
ま
し
た
。
入
院
患
者
さ
ん
に
ビ
ル
マ
に
決
ま

っ
た
こ
と
を

伝
え
る
と
、
「貧
乏
く
じ
引
い
た
ネ
」
と
言
わ
れ
、
「激
戦
地
で
悪
疫
流
行
の

地
で
、
生
き
て
帰
れ
な
い
、
覚
悟
し
な
さ
い
」
と
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
イ

ン
パ
ー
ル
作
戦
で
白
骨
街
道
の
こ
と
も
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

十
九
年

一
月
、
昭
南
島
出
発
し
、
任
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
海
路
は
危
険

で
駄
目
と
の
こ
と
で
、
陸
路
で
列
車
と
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
よ
り
、
二
月
二
十

日
、
よ
う
や
く
ビ
ル
マ
の
首
都
ラ
ン
グ
ー
ン
に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
の
晩
早

速
空
襲
が
あ

っ
て
、
防
空
壕
に
飛
び
込
み
、
い
よ
い
よ
戦
地
に
来
た
の
だ
と
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
三
月

一
日
ト
ラ
ッ
ク
で
任
地
に
向
か
い
ま

し
た
。
三
月
五
日
、
任
地
メ
イ
ミ
ョ
ウ
に
到
着
し
ま
し
た
。
伝
染
病
棟
勤
務

で
、
前
任
者
と
交
代
し
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢
と
マ
ラ
リ
ア
の
合
併
で
重
病
患
者
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さ
ん
ば
か
り
で
し
た
。

ビ
ル
マ
は
乾
期
と
雨
期
に
分
か
れ
て
い
て
、
三
月
は
乾
期
で
暑
い
毎
日
で

す
。
空
襲
は
毎
日
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。
出
勤
す
る
と
す
ぐ
患
者
さ
ん
を
防

空
壕
に
移
動
さ
せ
、
夕
方
ま
で

一
緒
に
過
ご
し
ま
し
た
。
重
病
患
者
さ
ん
で

歩
け
ま
せ
ん
の
で
、
背
負

っ
て
壕
ま
で
運
ぶ
の
で
す
。

患
者
さ
ん
は
気
を

つ
か

っ
て
、
「看
護
婦
さ
ん
、
シ
ラ
ミ
が
う

つ
る
か
ら
」

と
遠
慮
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
ん
な
こ
と
恐
れ
て
い
ま
せ
ん
。
宿
合
に
帰

っ

て
熱
湯
で
洗
う
か
ら
、
大
丈
夫
と
言

っ
て
次
々
と
背
負

っ
て
運
び
ま
し
た
。

夕
方
空
襲
が
終
わ

っ
た
頃
、
病
室
に
戻

っ
て
夕
食
を
し
て
、
便
器
交
換
を
終

え
て
、
夜
勤
者
と
交
代
し
ま
す
。
宿
舎
に
帰

っ
て
着
物
を
替
え
る
と
、
着
て

い
た
着
物
は
シ
ラ
ミ
が

一
杯
で
す
。
そ
れ
が
日
常
の
こ
と
で
し
た
。

昼
間
空
襲
の
な
い
と
き
は
、
患
者
さ
ん
の
汚
れ
た
衣
類
や
毛
布
の
洗
濯
で

す
。
私
は
そ
の
担
当
で
し
た
。
爆
音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
防
空
壕
に
飛
び
込

ん
で
、
患
者
さ
ん
の
そ
ば
に
つ
い
て
い
ま
し
た

。
。
雨
期
に
な
る
と
激
し
い

雨
降
り
で
、
膝
ま
で
水
が
つ
く
中
を
、
隣
の
病
棟
と
の
間
を
行
き
来
し
て
、

日
常
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。　
一
番
大
変
な
の
は
、
便
器
交
換
で
す
。
ア
メ
ー

バ
赤
痢
の
患
者
さ
ん
は
、　
一
日
に
何
十
回
も
排
便
が
あ
り
ま
す
。　
一
個
ず

つ

便
器
を
持

っ
て
い
て
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
五
～
六
人
分
ぐ
ら
い
重
ね

て
運
ん
で
始
末
し
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
、

マ
ラ
リ
ア
治
療
の
注
射
を
し
た

り
し
ま
す
。

夜
間
は
二
交
代
勤
務
で
す
。　
一
人
で
二
棟
受
け
持
ち
ま
す
。
雨
期
に
な
る

と
草
む
ら
の
中
の
建
物
で
す
か
ら
、
膝
ま
で
水
が
つ
く
中
を
、
サ
ン
ダ
ル
を

履
い
て
、
暗
闇
の
中
見
回
り
に
ゆ
き
ま
す
。
空
襲
は
毎
日
必
ず
や
っ
て
き
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
容
体
を
見
な
が
ら
、
夜
間
勤
務
に
つ
き
ま
し
た
。
明
か
り

は
空
き
缶
に
油
を
入
れ
て
、
布
を
芯
に
し
て
灯
を
と
も
し
て
使
う
の
で
す
。

雨
で
火
が
消
え
た
ら
、
そ
の
ま
ま
手
探
り
で
仕
事
を
し
ま
し
た
。

特
に
便
器
交
換
が
辛
か

っ
た
で
す
。
何
人
か
の
便
器
を
使
所
に
持

っ
て

行

っ
て
洗
う
の
で
す
が
、
暗
闇
の
中
転
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。　
一
日
の
勤

務
が
終
わ

っ
て
、
宿
舎
に
帰

っ
た
と
き
の
、
同
僚
と
の
言
葉
は
、
「あ
な
た

も
今
日
も
無
事
だ

っ
た
の
か

・
・
・
・
」
が
あ
い
さ
つ
で
し
た
。
婦
長
さ
ん

は
宿
舎
の
玄
関
に
立

っ
て
、
各
病
棟
か
ら
帰
る
看
護
婦
を
確
認
し
て
、
今
日

も
無
事
で
よ
か

っ
た
と
言

っ
て
夕
食
を
し
ま
し
た
。

乾
期
は
夜
も
空
襲
が
あ
り
ま
す
。
照
明
弾
を
落
と
し
て
、
爆
撃
を
し
ま
す
。

夜
半
、
防
空
壕

へ
何
回
も
飛
び
込
ん
で
避
難
し
ま
す
が
、
最
後
は
疲
れ
て
寝

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
制
服
を
着
て
靴
を
履
い
た
ま
ま
、　
一
晩
中
ベ
ッ
ド
に

横
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

十
九
年
も
終
わ
り
頃
に
な
る
と
、
ま
す
ま
す
戦
況
悪
化
し
、
部
隊
か
ら
遺

髪
を
提
出
す
る
よ
う
に
封
筒
が
渡
さ
れ
、
お
互
い
に
髪
を
切

っ
て
入
れ
て
、

本
部
に
渡
し
ま
し
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
今
度
は
カ
プ
セ
ル
に
入

っ

た
青
酸
カ
リ
が
各
自

一
個
と
、
手
相
弾
が
二
個
各
班
に
渡
さ
れ
、
最
悪
の
時

の
自
決
用
で
し
た
。

ま
す
ま
す
戦
況
は
悪
化
し
て
、
毎
日
日
中
か
ら
機
銃
掃
射
に
見
舞
わ
れ
、

歩
け
る
患
者
さ
ん
は
軍
医
さ
ん
と
衛
生
兵
さ
ん
が
誘
導
し
て
、
裏
山
に
逃
げ

ま
し
た
が
、
重
病
患
者
さ
ん
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
看
護
婦
が
病
室
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へ
飛
ん
で
行

っ
て
、
爆
風
の
入
ら
な
い
よ
う
に
窓
を
閉
め
て
、
患
者
さ
ん
を

守

っ
て
病
室
に
居
ま
し
た
。
機
銃
掃
射
で
パ
ン
パ
ン
と
音
が
激
し
く
な
り
続

き
ま
す
。
私
た
ち
は
な
ん
と
し
て
も
こ
の
患
者
さ
ん
を
守
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
看
護
婦
の
使
命
で
す
。
患
者
さ
ん
が

「自
分
た
ち
は
い
ず
れ
駄

目
に
な
り
ま
す
。
看
護
婦
さ
ん
は
ま
だ
ま
だ
働
い
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な

い
か
ら
、
早
く
逃
げ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
「私
は
大
丈
夫
ど

ん
な
こ
と
が
あ

っ
て
も
こ
こ
に
い
ま
す
。
」
と
返
事
す
る
と
、
患
者
さ
ん
は

「す
み
ま
せ
ん
」
と
涙
を
流
し
て
言
わ
れ
ま
し
た
。
少
し
は
安
心
し
て
く
だ
さ
る

の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。
い
か
な
る
場
合
で
も
私
た
ち
は
患
者
さ
ん
を
捨
て
る
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
無
事
に
銃
撃
が
終
わ
っ
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

メ
イ
ミ
ョ
ウ
到
着
以
来
、
毎
日
空
襲
が
続
き
ま
し
た
。
雨
期
に
入
る
と
空

襲
が
な
い
の
で

一
時
ほ
っ
と
し
ま
す
。
ア
メ
ー
バ
赤
痢
の
特
効
薬

エ
メ
チ
ン

注
射
も
病
院
に
は
全
く
な
く
て
、
治
療
の
方
法
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
エ

メ
チ
ン
さ

へ
あ
れ
ば
多
く
の
患
者
さ
ん
が
苦
し
む
こ
と
な
く
回
復
し
た
の
に
、

多
く
の
患
者
さ
ん
が
次
々
と
亡
く
な
ら
れ
る
の
は
、
と
て
も
悔
し
く
辛
い
こ

と
で
し
た
。
前
線
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
重
病
患
者
さ
ん
が
多
く
な
り
、
重
病

病
棟
で
八
十
名
以
上
の
患
者
さ
ん
を
受
け
持

つ
こ
と
に
な
り
、
少
な
い
看
護

婦
で
、
夜
勤
も

一
人
ず

つ
が
準
夜
、
深
夜
と
受
け
持

っ
た
の
で
す
。　
一
晩
中

大
き
な
釜
に
湯
を
沸
か
し
て
、
各
自
の
水
筒
に
入
れ
て
、
湯
た
ん
ぽ
代
わ
り

に
し
て
い
ま
し
た
。
全
員
ア
メ
ー
バ
赤
痢
を
併
発
し
て
い
て
、
頻
繁
に
下
痢

で
腹
痛
を
伴

い
、
苦
し
さ
を
少
し
で
も
緩
和
で
き
れ
ば
と
の
処
置
で
し
た
。

見
回
り
の
時
間
に
、
廊
下
を
歩
く
音
を
聞
き
つ
け
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

苦
し
そ
う
に
呼
ば
れ
る
の
で
、
ベ
ッ
ド
に
近
づ
く
と
、
「苦
し
い
、
注
射
を
」

と
消
え
る
よ
う
な
声
で
言
わ
れ
ま
す
。
「今
注
射
し
ま
す
か
ら
」
と
強
心
剤

を
打
ち
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
の
処
置
を
す
る
の
が
精

一
杯
で
し
た
。
そ
の
間

に
も
少
し
元
気
な
患
者
さ
ん
が
、
「看
護
婦
さ
ん
、
隣
の
人
が
先
ほ
ど
亡
く

な

っ
た
よ
う
だ
よ
」
と
知
ら
せ
て
く
だ
さ
り
、
行

っ
て
み
る
と
も
う
呼
吸
が

止
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
苦
し
か

っ
た
で
し
ょ
う
に
、
申
し
訳
な
く
辛
い
思
い

で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
が
、　
一
晩
に
何
人
か
あ
り
ま
し
た
。
な
く
な
ら
れ

た
方
は
、
病
室
か
ら
運
び
出
し
て
、
死
後
の
処
置
を
し
て
、
霊
安
室
に
運
び

ま
す
。
み
な
私
た
ち
で
す
る
の
で
す
。　
一
人
で
外
で
処
置
す
る
の
が
辛
い
の

で
、
深
夜
勤
務
の
人
と
二
人
で
体
を
拭
い
て
、
残
さ
れ
た
持
ち
物
を
整
理
し

て
、
少
し
で
も
着
ら
れ
る
衣
類
が
あ
れ
ば
着
替
え
て
、
毛
布
に
く
る
ん
で
外

の
霊
安
室
ま
で
運
び
ま
す
。
外
は
真

っ
暗
闇

一
寸
先
も
見
え
ず
、
広
い
原

っ

ぱ
に
二
人

っ
き
り
、
だ
れ
も
い
ま
せ
ん
。
帰
り
は

一
日
散
に
駆
け
て
病
棟
ま

ｒ
戻
り
ま
し
た
。

荷
物
を
整
理
し
て
内
地
に
発
送
し
て
も
ら
う
た
め
、
部
隊
の
事
務
所
に
届

け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
十
九
年
の
終
わ
り
に
は
、
も
う
戦
況
最

悪
状
態
で
、
日
本
に
届
く
の
か
心
配
し
な
が
ら
整
理
し
て
い
る
と
き
、
内
地

の
ご
家
族
の
写
真
や
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
辛
く
胸
が
痛
む
思
い

で
し
た
。
友
達
と
二
人
で
、
思
わ
ず
涙
す
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
帰
り
を
待

っ

て
お
ら
れ
る
ご
家
族
の
こ
と
を
偲
び
な
が
ら
、
整
理
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
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十
九
年
末
に
な
り
、
今
ま
で
の
場
所
は
危
険
に
な
り
、
離
れ
た
山
の
中
に

移
転
し
ま
し
た
。
山
の
斜
面
に
ベ
ツ
ド
な
ど
は
な
く
、
土
の
上
に
毛
布
を
敷

い
た
だ
け
で
し
た
。
そ
こ
に
寝
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
乾
期
で
雨
は
降
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
資
材
が
何
も
な
く
て
、
野
戦
病
院
と
同
様
で
し
た
。
食
料

も
乏
し
く
て
、
毎
日
の
ご
飯
は
、
籾

（も
み
）
が
多
く
て
籾
を
取
り
な
が
ら

食
べ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
い
た
だ
け
る
だ
け
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
た
ち

は
健
康
で
す
け
ど
、
患
者
さ
ん
に
は
と
う
て
い
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
食
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
給
食
係
の
兵
隊
さ
ん
も
、
辛
か
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
副

食
は

一
日
に
梅
干
し

一
個
で
す
。
種
は
捨
て
な
い
で
、
次
の
食
事
の
お
か
ず

に
す
る
の
で
す
。

山
の
斜
面
を
、
便
器
や
尿
瓶
を
も

っ
て
処
理
す
る
の
で
し
た
。
敵
が
近
づ

い
て
く
る
の
で
、
長
く
は
お
ら
れ
ず
、
と
う
と
う
メ
イ
ミ
ョ
ウ
も
危
な
く
な

り
、
二
十
年
二
月
初
旬
こ
ろ
、
カ
ロ
ー
と
い
う
と
こ
ろ
の
兵
靖
病
院
に
転
属

に
な
り
、
メ
イ
ミ
ョ
ゥ
を
脱
出
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
メ
イ
ミ
ョ
ウ
で
は
、
既
に
遺
髪
も
部
隊
に
提
出
し
、
各
班
に
は

カ
プ
セ
ル
に
入

っ
た
青
酸
カ
リ
と
、
手
溜
弾
二
個
が
最
悪
の
時
の
自
決
の
た

め
渡
さ
れ
て
居
ま
し
た
。

脱
出
も
昼
間
は
危
険
で
行
動
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
山
中
に
避
難
し
、
夜
間

に
ト
ラ
ッ
ク
で
無
灯
の
ま
ま
走
り
、
敵
襲
を
避
け
な
が
ら
、
暗
闇
の
道
を
輸

送
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
月
十

一
日
カ
ロ
ー
到
着
。
百
二
十
四
兵
姑
病
院
の
重
傷
病
棟
勤
務
で
し

た
。
七
名
で
受
け
持
ち
、
本
院
と
遠
く
離
れ
て
い
て
、
松
林
の
中
の
ニ
ッ
パ

ヤ
シ
で
作

っ
た
病
棟
で
し
た
。
こ
こ
に
来
て
ま
す
ま
す
戦
況
悪
化
で
、
毎
日

激
し
い
空
襲
と
機
銃
掃
射
で
す
。
も
う
衛
生
材
料
は
な
く
、
何
も
出
来
ま
せ

ん
。
た
だ
便
器
交
換
と
傷
回
の
ウ
ジ
虫
を
取
る
だ
け
で
し
た
。

自
分
た
ち
の
食
事
も
、
軍
医
さ
ん
に

「
五
分
で
食
え
、
患
者
が
死
ん
で
し

ま
う
」
と
怒
鳴
ら
れ
な
が
ら
、
ご
飯
に
汁
を
か
け
て
、
立

っ
て
数
分
で
食
べ

終
わ
る
状
態
で
し
た
。
毎
日
の
激
し
い
空
襲
で
危
険
な
の
で
、
松
林
の
中
の

ニ
ッ
パ
ヤ
シ
の
小
屋
に
お
ら
れ
な
く
て
、
朝
早
く
か
ら
、
な
ん
と
か
歩
け
る

患
者
さ
ん
に
、
昼
食
の
お
に
ぎ
り
を
持

っ
て
、
衛
生
兵
さ
ん
と
看
護
婦
何
人

か
が
付
き
添

っ
て
、
遠
く
の
山

へ
避
難
す
る
の
で
し
た
。
敵
ス
パ
イ
の
た
め
、

一
日
と
し
て
同
じ
場
所
に
避
難
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
医
師
の
診
察
も
山
の

中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
重
病
者
担
当
で
、
二
人
ぐ
ら
い
が
残

っ
て
、
留
守
番
を
し
ま
し
た
。

残
り
の
患
者
さ
ん
を
、
担
架
で
林
の
中
の
本
の
陰
な
ど
に
運
び
、
そ
こ
で
付

き
添

っ
て
い
ま
し
た
。

カ
ロ
ー
に
到
着
し
て
す
ぐ
に
、
病
棟
に
出
勤
す
れ
ば
、
朝
早
く
か
ら
大
砲
の

打
ち
合
う
音
が
聞
こ
え
、
昼
間
は
機
関
銃
の
音
が
絶
え
間
な
く
聞
こ
え
る
中

で
勤
務
し
、
明
日
の
命
も
わ
か
ら
な
い
日
々
で
し
た
。
あ
ま
り
近
く
で
銃
声

が
聞
こ
え
る
の
で
、
兵
隊
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
と

っ
こ
ろ
、
「あ
れ
は
も
う

一
里
半
ぐ
ら
い
で
の
戦
闘
」
と
言
わ
れ
驚
き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
に

「看
護

婦
さ
ん
、
早
く
逃
げ
な
い
と
前
の
道
路
を
敵
の
戦
車
が
走
る
よ
う
に
な
る
」

と
、
言
わ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
日
本
軍
は
、
多
く
の
患
者
さ
ん
を
抱
え
て
、
看
護
す
る
衛
生
兵
さ
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ん
も
な
く
、
ビ
ル
マ
に
残
っ
て
い
る
救
護
班
に
、
退
却
の
命
令
を
出
さ
な
か
っ

た
と
、
後
で
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
救
護
班
は
、
何
も
知
ら
な
く
て
、

毎
日
命
令
の
な
い
ま
ま
怖
い
思
い
を
し
な
が
ら
、
懸
命
に
働
い
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
前
線
か
ら
患
者
さ
ん
が
護
送
さ
れ
て
く
る
の
で
、
看
護
婦
全
員

病
棟
に
来
る
よ
う
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
十
時
頃
で
し
た
、
皆
よ
う
や
く
床

に
つ
こ
う
と
し
た
頃
で
し
た
。
激
し
い
雷
雨
で
す
。
頭
に
頭
巾
を
巻
い
た
だ

け
で
、
激
し
い
雨
の
中
、
病
棟
に
走
っ
て
行
き
ま
し
た
。
暗
闇
の
中
、
病
棟

に
つ
く
と
、
大
型
の
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
し
て
い
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
を
降
ろ

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
病
棟
に
ベ
ツ
ド
は
な
い
の
で
、
林
の
中
に
ど
ん

ど
ん
降
ろ
し
て
、
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
動
く
こ
と
も
出
来
な
い
外
科
の

患
者
さ
ん
で
し
た
。

土
砂
降
り
で
激
し
い
雷
の
鳴
る
雨
の
中
、
ず
ぶ
ぬ
れ
の
患
者
さ
ん
、
灯
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
稲
妻
が
光
る
中
で
、
患
者
さ
ん
を
見
つ
け
て
、
担
架
で
運

ぶ
の
で
す
が
、
あ
ま
り
多
く
て
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
暗
闇
の
中
つ
ま
ず

い
て
転
び
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
に
声
を
か
け
な
が
ら
、
居
場
所
を
探
し
て
、

二
人
で
担
架
を
運
ぶ
の
は
無
理
な
の
で
、
背
負

っ
て
小
屋
ま
で
運
び
ま
し
た
。

雨
は
ま
す
ま
す
激
し
く
、
水
が
頭
か
ら
滝
の
よ
う
に
流
れ
る
の
で
前
が
見
え

ま
せ
ん
。
土
手
を
登
る
と
き
、
滑
っ
て
転
ん
で
、
外
科
の
患
者
さ
ん
で
足
を

骨
折
し
て
い
る
方
が
、
「痛
い
っ
」
と
悲
鳴
を
あ
げ
ら
れ
て
、
コ
」
め
ん
な
さ

い
」
と
謝
り
な
が
ら
、
小
屋
に
収
容
し
ま
し
た
。

激
し
い
雨
の
中
、
何
時
間
が
過
ぎ
た
の
か
、
松
林
の
中
を
走
り
な
が
ら
、

残
っ
て
お
ら
れ
る
患
者
さ
ん
が
い
な
い
か
と
、
声
を
か
け
て
確
認
し
て
回
り
、

よ
う
や
く
宿
舎
に
戻

っ
た
と
き
は
、
も
う
明
け
方
で
し
た
。
ず
ぶ
濡
れ
の
体

で
衣
服
を
着
替
え
る
と
、
も
う
出
勤
時
間
に
な

っ
て
お
り
、
病
棟

へ
行
き
、

昨
夜
の
雨
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
な
い
か
、
松
林
の
中
を
探
し
ま
し
た
。
朝

食
を
お
む
す
び
に
し
て
、
粉
み
そ
を
か
け
て
、
そ
れ
を
持

っ
て
探
し
た
と
こ

ろ
、
も
う
既
に
息
が
切
れ
て
お
ら
れ
る
方
が
あ
り
、
本
当
に
申
し
訳
な
く
悔

や
み
ま
し
た
。
病
棟
に
運
び
、
死
後
の
処
置
を
し
て
、
埋
葬
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
は
戦
況
悪
化
で
、
火
葬
は
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
煙
が
出
る

と
敵
に
見

つ
か
り
ま
す
の
で
、
土
葬
し
ま
し
た
。
衛
生
兵
さ
ん
が
少
な
く
て

手
伝

っ
て
も
ら
え
な
い
の
で
、
私
た
ち
二
人
で
き
れ
い
に
拭
い
て
、
毛
布
に

く
る
ん
で
、
裏
山
に
運
ん
で
自
分
た
ち
で
穴
を
掘

っ
て
埋
葬
し
ま
し
た
。
遺

骨
を
残
す
た
め
に
、
小
指
を
衛
生
兵
さ
ん
に
切

っ
て
も
ら

つ
て
、
小
さ
な
缶

で
焼
い
て
、
名
札
を

つ
け
て
、
遺
品
と

一
緒
に
部
隊
の
発
着
部
に
届
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。
果
た
し
て
ご
遺
族
の
元
に
届
い
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
埋

葬
す
る
穴
を
掘
る
と
き
に
、
同
じ
場
所
を
掘
ら
な
い
よ
う
に
と
、
小
さ
い
木

を
頭
の
方
に
植
え
て
、
日
印
に
し
ま
し
た
。
あ
の
方
た
ち
は
、
遺
骨
収
集
も

な
く
、
今
も
あ
の
場
所
に
眠

っ
て
お
ら
れ
る
の
か
と
思
い
、
埋
葬
し
た
と
き

の
こ
と
を
、
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

カ
ロ
ー
も
危
険
に
な
り
、
患
者
さ
ん
の
脱
出
の
指
示
が
出
ま
し
た
。
あ
る

日
患
者
さ
ん
を
ト
ラ
ッ
ク
で
脱
出
の
た
め
朝
送
り
出
し
て
、
こ
れ
で
重
病
患

者
さ
ん
だ
け
に
な
り
、
衛
生
兵
さ
ん
た
ち
が

「僕
た
ち
が
責
任
も

っ
て
守
る

か
ら
」
と
言

っ
て
く
だ
さ

っ
た
。
こ
れ
で
安
心
し
て
脱
出
で
き
る
と
思
い
、

準
備
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
夕
方
に
な

っ
て
帰

っ
て
き
た
ト
ラ
ッ
ク
に
全
員
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乗

っ
て
い
る
の
で
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
聞
い
て
み
る
と
、
途
中
敵
に
囲
ま

れ
て
、
と
て
も
進
め
な
く
戻

っ
て
き
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
徒
歩

で
し
か
脱
出
で
き
ず
、
歩
け
る
患
者
さ
ん
か
ら
、
カ
ル
テ
ル
を
持

っ
て
脱
出

す
る
こ
と
に
な
り
、
重
病
患
者
さ
ん
だ
け
最
後
に
残
り
ま
し
た
。

私
た
ち
赤
十
字
の
救
護
班
は
、
患
者
さ
ん
を
残
し
て
脱
出
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
よ
う
や
く
ビ
ル
マ
に
残
さ
れ
た
救
護
班
に
も
、
脱
出
の
命
令

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
患
者
さ
ん
は
、
軍
医
さ
ん
と
衛
生
兵
だ
け
で

守
る
か
ら
、
看
護
婦
さ
ん
早
く
逃
げ
な
さ
い
と
言

っ
て
く
だ
さ

っ
て
、
よ
う

や
く
カ
ロ
ー
を
脱
出
し
ま
し
た
。

四
月
半
ば
の
夜
中
に
、
自
動
車
で
出
発
し
、
昼
間
は
危
な
く
て
走
れ
ず
、

無
灯
火
で
夜
間
走
り
、
数
日
後
雨
の
中
、
夜
に
兵
靖
病
院
に
到
達
し
、
数
日

過
ご
し
ま
し
た
。
建
物
は
な
く
、
野
宿
で
、
背
中
の
し
た
を
雨
水
が
流
れ
て
、

寝
て
い
ら
れ
ず
、
荷
物
を
濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
抱
え
て
い
ま
し
た
。
患
者
さ

ん
も
林
の
中
に
毛
布
だ
け
の
病
床
で
、
雨
期
で
水
が
溜
ま

っ
て
濡
れ
た
毛
布

の
上
に
、
寝
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
重
病
患
者
さ
ん
は
汚
物
に
ま
み
れ
、
傷

口
を
ふ
さ
ぐ
包
帯
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
は
半
数
が
勤
務
、
半
数
が
び
ん
で
籾

（も
み
）
を
と
る
仕
事
で
し

た
。
食
料
は
乏
し
く
、
夜
は

一
里
も
二
里
も
あ
る
部
落

へ
、
籾
を
取
り
に
兵

隊
さ
ん
に
つ
い
て
、
暗
闇
の
中
出
か
け
ま
し
た
。
道
も
な
く
皆
に
は
ぐ
れ
な

い
よ
う
に
急
い
で
歩
く
の
が
精

一
杯
で
し
た
。
土
民
兵
に
見

つ
か

っ
た
ら
、

終
わ
る
の
で
す
。
衛
生
兵
さ
ん
が
、
銃
を
持

っ
て
前
後
を
護
衛
し
て
も
ら

つ

て
歩
く
の
が
や
っ
と
で
し
た
。
籾
の
徴
収
に
行
く
の
で
す
が
、
徴
収
と
言
う

よ
り
戦
火
の
た
め
住
人
が
逃
げ
た
民
家
で
、
籾
を
手
に
入
れ
る
泥
棒
で
す
。

つ
い
で
に
干
し
て
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
を
、
固
く
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も

一
時
空
腹
を
満
た
す
た
め
、
か
じ
り

ま
し
た
。
翌
日
こ
め
か
み
が
痛
く
て
、
日
が
開
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
時
、
給
食
の
兵
隊
さ
ん
が
、
今
日
は
茶
碗
蒸
し
だ
と
言

っ
て
、
何
か

と
思

っ
た
ら
、
イ
ン
グ
ン
の
み
そ
汁
で
中
身
は
虫
が

一
杯
で
し
た
。
建
物
も

な
く
露
天
の
炊
事
場
で
、
雨
水
の
味
噌
汁
で
す
。
そ
れ
で
も
食
事
を
い
た
だ

け
る
だ
け
幸
せ
で
し
た
。
こ
こ
に
も
長
く
置
い
て
も
ら
え
ず
、
ま
た
移
動
で

す
。あ

る
日
川
を
渡

っ
て
バ
ナ
ナ
林
に
つ
き
ま
し
た
。
草
屋
が
あ
り
当
分
の
住

家
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
全
員
脱
出
の
行
軍
の
時
が
迫
り
ま
し
た
。

タ
イ
国
の
チ

ェ
ン
マ
イ
ま
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
チ
ェ
ン
マ
イ
に

出
る
に
は
道
が
二
つ
で
、
南
路
と
北
路
が
あ
り
、
南
は
と
て
も
悪
路
で
危
険
、

北
は
土
民
兵
が
居
て
、
危
険
と
の
こ
と
で
し
た
。
結
局
南
路
に
決
ま
り
ま
し

た
。
五
月
下
旬
か
ら
、
行
軍
に
備
え
て
毎
夜
荷
物
整
理
で
し
た
。
背
負
え
な

い
も
の
は
全
部
焼
き
捨
て
ま
し
た
。
食
料
の
米
と
塩
と
着
替
え
と
を
用
意
し
、

制
服
は
最
後
の
時
こ
れ
を
着
て
終
わ
ろ
う
と
皆
約
束
し
て
大
切
に
持

っ
て
歩

き
ま
し
た
。

行
軍
が
近
づ
き
、
し
ば
ら
く
休
憩
し
た
草
屋
の
前
に
、
六
個
班
が
整
列
し
、

東
の
空
を
邊
拝
し
、
『海
ゆ
か
ば
』
を
合
唱
し
ま
し
た
。
行
軍
に
出
発
し
て

数
日
間
は
、
毎
日
二
～
三
里
と
山
路
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
続
け
て
馴
ら
し
、
二

十
里
の
山
坂
を
越
え
ま
し
た
。
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米
も
残
り
少
な
く
な
り
、
わ
ず
か
な
荷
物
と
米
と
交
換
し
て
、
な
ん
と
か
食

物
を
得
ま
し
た
。

雨
期
は
半
年
続
き
、
行
軍
中
は
毎
日
雨
の
中
で
、
滝
の
よ
う
に
流
れ
る
水

に
、
杖
を
頼
り
に
転
ば
な
い
よ
う
に
必
死
に
歩
き
ま
し
た
。
小
休
止
の
声
が

聞
こ
え
る
と
、
皆
そ
の
場
に
座
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
歩
く
時
も
兵
隊
さ

ん
が
、
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ろ
と
常
に
注
意
し
て
く
だ
さ
る
。
見

上
げ
る
よ
う
な
高
い
坂
、
綿
の
よ
う
に
疲
れ
た
体
は
、
立

っ
て
い
る
こ
と
が

出
来
ず
、
流
れ
る
水
の
中
に
、
座
り
込
ん
で
し
ま
い
、
そ
う
す
る
と
眠

っ
て

し
ま
い
ま
す
。

「出
発
」
と
大
き
な
声
に
目
覚
め
て
、
足
を
見
る
と
、
ヒ
ル
に
吸
わ
れ
て

血
だ
ら
け
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
防
ぐ
力
も
な
い
の
で
す
。
滑
ら
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
も
、
す

っ
て
ん
こ
ろ
り
ん
と
転
び
、
せ
っ
か
く
上

っ

た
坂
道
を
滑
り
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
マ
ラ
リ
ア
の
熱
で
ふ
ら
ふ
ら
の
体
で

す
、
皆
泣
き
な
が
ら
必
死
に
上
り
ま
す
が
、
友
達
に
手
を
引

っ
張

っ
て
も
ら

い
、
後
ろ
か
ら
お
尻
を
押
し
て
も
ら

つ
て
、
や
つ
と
坂
を
上

っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

坂
道
を
下
る
と
き
は
、
何
度
転
ん
だ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
山
を
降
り
れ
ば

大
河
を
渡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
雨
期
で
増
水
し
濁
流
が
怖
い
河
で
す
。
腰

か
ら
胸
ま
で
の
深
さ
で
、
兵
隊
さ
ん
が
両
方
の
端
で
、
太
い
綱
を
持
っ
て
河

の
途
中
で
も
何
人
か
の
方
が
、
綱
を
持
っ
て
い
て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
は
そ

の
綱
に
つ
か
ま
り
、
杖
を
つ
い
て
命
が
け
で
渡
る
こ
と
、　
一
日
に
十
五
～
六

回
で
し
た
。
い
つ
も

「流
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
よ
」
と
、
兵
隊
さ
ん

が
注
意
し
て
く
だ
さ

っ
た
。

時
々
激
し
い
雨
降
り
で
、
増
水
し
て
危
険
で
渡
れ
ず
、
川
の
そ
ば
で
雨
宿

り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。　
一
晩
中
雨
で
、
テ
ン
ト
の
み
で
は
と
う
て
い

寝
る
こ
と
は
出
来
ず
、
荷
物
を
濡
ら
さ
ぬ
よ
う
に
抱
え
て
、
飯
金
に
腰
か
け

て
、
大
き
な
木
の
下
で
雨
を
避
け
て
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

川
の
中
に
は
何
が
居
る
か
わ
か
ら
ず
、
怖
い
思
い
で
し
た
。

次
の
日
ま
た
、
見
上
げ
る
よ
う
な
高
い
山
で
す
。
ド
ー
ナ
山
脈
で
、
二
、

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
言
わ
れ
る
険
し
い
山
で
、
下
れ
ば
今
度
は
ジ
ャ
ン
グ
ル

で
、
人
の
通
れ
る
路
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
、
行
軍
の
途
中
カ
ロ
ー
で
私
た
ち
よ
り
先
に
山
越
え
に
向
か

っ
た
患

者
さ
ん
た
ち
が
、
山
の
登
り
回
の
と
こ
ろ
で
何
人
も
倒
れ
て
お
り
、
も
う
虫

の
息
で
し
た
。
私
た
ち
が
通
り
か
か

っ
た
と
き
、
「水

・
水
」
と
言
わ
れ
て

駆
け
寄

っ
て
声
を
か
け
て
も
返
事
も
出
来
な
く
て
、
息
は
あ
る
の
に
鼻
や
目

口
に
赤
蟻
が
行
列
を
作

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ば
に
は
軍
馬
が
沢
山
死
ん
で
い

ま
し
た
。
患
者
さ
ん
に
水
を
あ
げ
た
い
と
思

っ
て
も
、
兵
隊
さ
ん
が
、
「自

分
が
駄
目
に
な
る
よ
、
心
を
鬼
に
し
ろ
」
と
叱
ら
れ
て
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ

る
思
い
で
、
立
ち
去
り
ま
し
た
。

険
し
い
山
中
で
、
自
分
の
身
が
や
っ
と
動
か
せ
る
よ
う
な
毎
日
、
雨
の
中
の

行
軍
で
、
ど
う
し
て
助
け
て
あ
げ
ら
れ
る
の
か
と
、
救
護
看
護
婦
な
の
に
、

患
者
さ
ん
を
捨
て
て
い
く
心
苦
し
さ
を
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

野
宿
し
な
が
ら
、
毎
日
道

々
に
倒
れ
て
息
絶
え
て
い
る
患
者
さ
ん
、
木
に
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も
た
れ
て
見
え
る
の
で
駆
け
寄

っ
て
声
を
か
け
れ
ば
、
既
に
亡
く
な

っ
て
い

る
方
な
ど
多
く
あ
り
ま
し
た
。

三
、
四
人
ぐ
ら
い
ず

つ
、
雨
の
中
で
座

っ
て
い
て
、
遅
れ
る
の
で

「
一
緒

に
頑
張

っ
て
歩
き
ま
し
ょ
う
」
と
声
を
か
け
れ
ば
、
食
料
も
何
も
持
た
な
く

て
歩
け
な
い
状
態
で
、
「後
か
ら
行
き
ま
す
、
先
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
」
と

言
わ
れ
る
。
み
ん
な
も
う
疲
れ
て
歩
け
な
い
の
で
す
。
「後
か
ら
き

つ
と
来

て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

態
を
沢
山
目
に
し
て
、
本
当
に
辛
い
思
い
で
し
た
。

【白
骨
街
道
】
と
言
わ
れ
る
あ
の
行
軍
の
道
で
す
、
ま
ざ
ま
ざ
と
見
た
生
き

地
獄
で
す
。
深
い
山
中
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
人
々
に
、　
一
日
に
何
人
か
出

会
い
ま
し
た
。

十
五
日
間
の
、
厳
し
い
死
の
行
軍
と
言
わ
れ
た
山
越
え
を
終
わ
る
こ
ろ
、
遺

体
収
容
に
行
か
れ
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
大
変
な
山
道
で
、
ご
苦
労

な
こ
と
で
す
が
、
せ
め
て
全
員
収
容
さ
れ
る
よ
う
に
と
、
祈
り
ま
し
た
。
険

し
い
山
道
で
、
立

っ
て
歩
け
な
い
の
で
這

っ
て
通
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

右
は
急
な
険
し
い
山
、
左
は
深
い
谷
底
で
、
落
ち
た
ら
再
び
這
い
上
が
る
こ

と
は
出
来
な
い
危
険
な
場
所
で
す
。
常
に
兵
隊
さ
ん
に
注
意
さ
れ
な
が
ら
通

り
ま
し
た
。
命
が
け
で
し
た
。

六
月
下
旬
、
チ

ェ
ン
マ
イ
航
空
隊
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
迎
え
に
来
て
く
だ

さ

っ
て
、
夕
方
チ
ェ
ン
マ
イ
に
着
き
ま
し
た
。
全
員
栄
養
失
調
で
、
マ
ラ
リ

ア
を
発
熱
し
、　
一
ヶ
月
の
休
養
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

七
月
下
旬
、
チ
ェ
ン
マ
イ
出
発
し
、
八
月
タ
イ
の
バ
ン
コ
ツ
ク
に
到
着
し
、

こ
こ
で
護
送
し
て
く
だ
さ

っ
た
兵
隊
さ
ん
と
お
別
れ
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の

道
を
引
き
返
し
て
、
本
隊
に
戻
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

救
護
看
護
婦
に
ビ
ル
マ
脱
出
の
命
令
を
出
し
て
く
だ
さ

っ
た
あ
る
上
級
軍

医
さ
ん
が
、
看
護
婦
は
チ
ェ
ン
マ
イ
到
着
ま
で
に
は
半
数
は
死
ぬ
だ
ろ
う
と

言
わ
れ
、
護
送
隊
長
の
軍
医
さ
ん
も
半
数
は
死
ぬ
と
覚
悟
し
て
い
た
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
幸
い
看
護
婦
は
全
員
無
事
に
チ

ェ
ン
マ
イ
に
到
着
し
ま
し
た
。

八
月
十
五
日
、

ハ
ノ
イ
に
向
け
て
出
発
と
言
わ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
で
迎
え
に

き
て
く
だ
さ

っ
た
。
こ
の
と
き
、
自
動
車
隊
の
方
が
、
「
日
本
負
け
た
の
知

っ

て
ま
す
か
」
と
言
わ
れ
て
び

つ
く
り
し
ま
し
た
。

バ
ン
コ
ク
の
駅
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
向
け
て
、
汽
車
で
出
発
す
る
。
こ
こ
で

馬
を
下
し
た
直
後
の
馬
糞
の
い
っ
ぱ
い
あ
る
貨
車
に
乗
る
よ
う
に
言
わ
れ
、

皆
で
掃
除
し
て
ア
ン
ペ
ラ
を
敷

い
て
乗
車
し
ま
し
た
。
窓
も
な
く
馬
糞
の
臭

い
で
吐
き
気
が
出
る
ほ
ど
苦
し
か
っ
た
の
で
、
負
け
た
ら
こ
ん
な
に
な
る
の

か
と
、
皆
悲
し
く
思
い
ま
し
た
。

八
月
十
九
日
、
サ
イ
ゴ
ン
に
到
着
、
そ
の
後
陸
軍
病
院
の
シ
ョ
ロ
ン
分
院

に
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

白
衣
が
な
い
の
で
、
病
院
で
白

い
布
を
も
ら
い
、
病
院
つ
き
の
縫
製
を
す

る
男
性
の
方
が
お
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
方
に
依
頼
し
て
、
み
ん
な
が
帽
子
と

自
衣
を
縫

っ
て
い
た
だ
き
、
よ
う
や
く
勤
務
に
着
き
ま
し
た
。
受
け
持
ち
は

結
核
病
棟
で
し
た
。
私
た
ち
は
、
次
々
と
マ
ラ
リ
ア
で
発
熱
し
、
毎
月

一
回
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定
期
に
発
熱
し
て
、
毎
日
二
、
三
人
は
寝
て
い
ま
し
た
。
寒
気
が
出
る
ま
で

出
勤
し
ま
す
。
寒
気
が
治
ま
る
と
、
四
十
度
以
上
の
高
熱
が
出
て
、
意
識
も

な
く
な
る
ほ
ど
辛
く
、
そ
れ
が
夕
方
ま
で
続
き
ま
し
た
。
三
日
熱
の
場
合
は

一
日
お
き
に
発
熱
し
て
、　
一
週
間
で
直
り
ま
す
。

終
戦
後
弾
丸
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
の

宿
舎
の
屋
根
に
、
カ
チ
ン
カ
チ
ン
と
弾
丸
が
飛
ん
で
く
る
の
で
す
。
流
れ
弾

が
怖
い
の
で
、
当
た
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
よ
と
兵
隊
さ
ん
に
注
意
さ
れ

ま
し
た
。
あ
の
時
始
ま

っ
た
戦
争
が
、
そ
の
後
ベ
ト
ナ
ム
で
続
い
て
い
た
の

で
す
。
夜
勤
し
て
い
て
も
、
近
く
で
施
設
を
爆
破
す
る
音
が
す
さ
ま
じ
く
て
、

恐
ろ
し
い
思
い
で
し
た
。
元
気
な
患
者
さ
ん
が
、
事
務
所

へ
飛
ん
で
き
て
、

「看
護
婦
さ
ん
伏
せ
ろ
」
と
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
宿
舎
か
ら
三
十

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
し
か
離
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
弾
丸
が
ヒ
ュ
ン
ヒ
ュ
ン

音
が
し
て
、
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
日
本
が
相
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

怖
い
思
い
で
し
た
。

一
ヶ
月
ぐ
ら
い
は
食
料
も
あ
り
ま
し
た
が
、
進
駐
軍
が
入

っ
て
か
ら
、
食

料
も
乏
し
く
な
り
ま
し
た
。
あ
る
と
き
、
進
駐
軍
か
ら
、　
一
晩
に
五
〇
〇
枚

の
マ
ッ
ト
レ
ス
を
作
れ
と
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
勤
務
者
と
病
人
以
外
、
全
員

で
マ
ッ
ト
レ
ス
作
り
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
男
の
方
が
、
マ
ッ
ト
レ
ス
に
綿

を
詰
め
て
、
私
た
ち
は
口
を
閉
じ
る
作
業
で
す
。
固
い
布
で
大
変
で
し
た
。

終
わ

つ
た
の
は
も
う
明
け
方
で
し
た
。
進
駐
軍
監
視
下
の
抑
留
生
活
で
し
た

が
、
日
本
に
帰
れ
る
ま
で
は
と
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

終
戦
翌
年
の
昭
和
二
十

一
年

一
月
、
サ
ン
ジ
ャ
ツ
ク
に
到
着
、
第
百
四
十

九
兵
靖
病
院
勤
務
。
五
月
九
日
、
サ
ン
ジ
ャ
ツ
ク
か
ら
乗
船
し
臨
時
病
院
船

に
勤
務
。
五
月
十
七
日
、
広
島
大
竹
港
到
着
。
五
月
十
八
日
上
陸
で
、
病
院

船
勤
務
解
除
と
な
り
ま
し
た
。

下
船
と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
進
駐
軍
が
、
パ
ラ
チ
フ
ス
予
防
の
た
め
に
、

南
か
ら
の
帰
還
者
に
、
そ
の
場
で
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
、
頭
か
ら
体
中
に
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
、
日
本
は
本
当
に
負
け
た
の
だ
な
と
、
み
じ
め
で
情
け
な
い

思
い
で
し
た
。

あ
の
戦
争
で
、
多
く
の
将
兵
の
方
々
が
、
む
ご
い
死
を
遂
げ
、
尊

い
命
を

亡
く
さ
れ
ま
し
た
。
皆
も
う

一
度
故
国
日
本
の
地
を
踏
み
た
い
と
願

っ
て
、

戦

っ
て
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
の
戦
争
の
こ
と
は
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
幸
い
に
多
く
の
方
々
に
守
ら
れ
て
助
け
ら
れ
、
九
死
に

一
生
を

得
て
、
二
年
七
ヶ
月
を
経
て
、
再
び
日
本
の
地
を
踏
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
う
し
て
現
在
も
無
事
に
、
生
か
さ
せ
て
も
ら

つ
て
居
る
こ
と
に
、
い
く
ら

感
謝
し
て
も
し
尽
せ
ま
せ
ん
。

【付
記
】
こ
の
記
録
は
、
大
和
町
在
住
の
筆
者
が
、
従
軍
看
護
婦
と
し
て
ビ

ル
マ

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に
派
遣
さ
れ
た
時
の
体
験
を
、
「
郡
上
市
戦
没
者
追

悼
式
」
で
講
演
し
た
も
の
で
す
。
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語り継がれてきたものがたり

上につたわる昔話・伝説目録

瀧日千代美

2012(平成24)年は、日本の民俗学の創始者、柳田国男の没後50年にあたります。

明治43年の『遠野物語』の発刊からは、すでに百年余が過ぎました。祖父母や親や身近かに

いる大人たちから昔話を聞き、子どもたちに伝えてゆくことはほとんどみられなくなりまし

た。昔話は “伝承文化財"と も “文化遺産 “ともいわれています。

現在の昔話の伝承は、書きとめられた文字資料によって家庭や図書館、公民館、学校など

で伝えられています。もともと昔話は、書かれた文字ではなく、耳で聞いて口伝えで、長い

問伝承されてきた伝統文化です。語 り継いできた人々の心や感情、町や村の歴史が込められ

ています。そして聞き手の子どもたちは今もおり、語 り手になる子どもたちがいます。 最近
では、親やボランティアが学校で読ふ聞かせをしたり、記録された昔話を覚えて生の言葉で

語る新しい語 り手たちも増え、活字を通して語 り継がれています。

この目録は、郡上の風土で育まれた昔話や伝説や土地ことばが、多くの子どもたちや大人

に受け継がれてゆくことを願い作成したものです。

【凡  例】
◇この日録は、1960(昭和35)年から2004(平成16)年 までに記録・再話された郡上の音話・伝説に関する
目録である。
◇記載順序は、番号・掲載開始ページ・題名・伝承地の順である。
◇日録の作成にあたっては、以下の資料を対象にした。

『郡上むかしむかし』 木島泉著 (郡上史談会)1975
『母袋むかしむかし』 1・ 2 木島泉著 (母袋総合開発 島崎増造)1976
『これでちょっきりきのこっぱ』白鳥町役場 (自 鳥町)1984
『ふるさと高鷲 辛夷の記』上村彰隆 (上村彰隆)1999
『和良の民俗』 昭和53年度調査報告 猪岡洋編 (東洋大学民俗研究会)1979
『わらむらにのこる民謡と昔話』 和良村教育委員会編(和良村教育委員会)1996
『ふるさとのむかしばなし』 刀障ヒ公民館 (男6比公民館)1992
『小駄良の民話』 井上正道・森政治編再話 (り‖合小学校)1973
『郡上の昔話・昔の話』 和田昌三編 (一つ葉文庫)1991
『郡上の伝説』 カロ藤一男著 (加藤一男)2004
『古今伝授の里 やまとの伝説』 力Π藤一男著 (力Π藤一男)2002
『美濃の昔話』日本の青話16 稲田浩二編 (日 本放送出版協会)1977
『美濃の民話』 第一集  赤座憲久編 (未来社)1973
『美濃の民話』 第二集  赤座憲久編 (未来社)1977
『郡上八幡町史』 下巻 八幡町役場 (八幡町)1961
『大和町史』 通史編下巻 大和町 (大和町)1988
『白鳥町史』 通史編下巻 白鳥町教育委員会 (白鳥町)1977
『美並村史』 通史編下巻 美並村教育委員会 (美並村)1984
『明宝村史』 通史編下巻 明宝村教育委員会 (明宝村)1993
『高鷲村史』 山り‖新輔 (高鷲村役場)1960
『美濃と飛騨のむかし話』 岐阜県小中学校長会編(岐阜県小中学校長会)1968
『続・美濃と飛騨のむかし話』 岐阜県小中学校長会編(岐阜県小中学校長会)1970
『読みがたり岐阜のむかし話』 岐阜児童文学研究会編 日本標準 2004
『岐阜の伝説』 岐阜児童文学研究会編(日 本標準)1978
『ふるさと八幡』 八幡町教育委員会編(八 lll町教育委員会)1974
『わたしたちの岐阜県の伝説』 後藤時男(大衆書房)1972
『柳田国男未採択昔話衆稿』野村純一編 (瑞本書房)2002
『岐阜県の民話』 日本児童文学者協会編 (借成社)1981
『子どもの版画・絵本 ぎふのむかしばなし』 下呂小学校制作 (あい書房)1978
『日本の伝説 8 東海』 日本伝説拾遺会編 (山田書院)
『奥美濃よもやま話』 金子貞二 (奥美濃よもやま話刊行会)1971
『白山麓 石徹自の歴史と民俗』石徹白忠 (石徹白忠)1999
『白山麓 石徹白拾遺録』石徹白忠 (石徹白忠)2002
『いとしろの昔話 石徹白鼎翁手記「無碍の花」』上村俊邦編 (上村俊邦)2013
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『郡上むかしむかし』 木島泉著 輌『上史談会)1975
番号 掲載開始頁 題 名 伝 1承■地
1 権兵衛の八圭ト 八幡 小野

2 14 桶屋のきつね (1 白鳥

3 桶屋のきつね (2) 白鳥

中西すっこんこん (1) 白鳥

5 中西すっこんこん (2) 白鳥

6 三ざのむすめ 白鳥 中西
7 女池の大蛇 白鳥 那留
8 日本一の屁こき爺
9 天76」のこぶとり 八、収5  ,Б 上ヒ

0 豆栗橋 大和

きつねとたぬきとかわうそと 大和

2 薬師のきつね 大和

山のこ 一分負けた
4 山のこ 鼻がのびた
5 踊 り猫 白鳥

6 きつねの豆炒 り 白′島 刀R留
7 百市 白鳥

8 がわろの話 白鳥

9 切れもの 白鳥

かいもち 自鳥

があろう (1) 白鳥

瓜姫小女郎 白鳥

欲ば りな話 白鳥

原口城 白鳥

宝暦義民後 日談

およしのこと (1) 八幡

およしのこと (2) 八幡

およしのこと (3) 八 幡

弘法大師 と月豆がゆ 自鳥

集 不比不雨 八幡

ふ しぎ谷の話 大和

西根の大蛇 と村間池の大蛇 ブて禾日

石仏 八幡

高賀山の鬼 八 幡

ふくべが淵 石徹白
明智岩 八幡

浄安杉 白′島 石徹白
八百比久尼 (1)― たかはし 八幡

八百比久尼 (2)一 杉原の石 八幡

おつね岩 大 和

9 博覧会道中記 白鳥

きつねの火 l 大 和

きつねの火 大 和

きつねの火 3) 大和

きつねの火 4) 白鳥

きつねの火 5) 大 和

きつねの火 6 白鳥 六ノ里
きつねの火 7) 白鳥 石徹白
があろう (2) 明宝

『母袋むかしむかし』 1 木島泉著 (母袋総合開発 島崎増造)1976
番号 掲載開始頁 題 名 伝■承■地

1 池仏 さま 大和 母袋
2 4 巡ネLが滝 大和 母袋
3 5 槍 岩 大和 母袋
4 6 くろ淵 大和 母袋
5 7 たけ淵 大和 母袋
6 7 ごん助屋敷 (1 大和 母袋
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『母袋むかしむかし』 1 木島泉著 (母袋総合開発 島崎増造)1976
番号 掲載開始頁 題 名 伝 承 地
7 8 ごん助屋敷  (2) 大和 母袋
8 0 治太郎御殿 大和 母袋
9 3 みょうかん淵 大和 母袋

4 母袋よぼし 大和 母袋
5 ぼたもちまいれ 大和 母袋
6 おばれたぬき 大和 母袋
9 やれやれうれしや一の枝 大和 母袋

スズメ トケラ鳥 大和 母袋
米福ぬか福 大和 母袋
カワウソとサルとウサギ 大和 母袋
大きな足 大和 母袋
めしくわん嫁 大和 母袋
蛇むことひょうたん 大和 母袋
いが栗の雨 大和 母袋
大 きな大 きな鏡 {ゝ ち 大和 母袋
日本一のなまけもの 大和 母袋
あかの九薬 大和 母袋
アジラの化けネコ 大和 母袋
日本一のへ こき 大和 母袋
,立かせ猫 大和 母袋
無間の鐘 大和 母袋

『母袋むかしむかし』2 木島泉著 (母袋総合開発 島崎増造)1976
番 号 掲載開始頁 題 名 伝 承 地

3 平家と母袋の地名 大和 母袋
8 比久尼寺 大和 母袋
9 比木寺のりょうぶ 大和 母袋
0 栃本の目ぐす り 大和 母袋
1 牛の糞岩 大和 母袋
2 治太郎御殿 大和 母袋
5 ふたつの白山神社 大和 母袋
7 ほろやのこと 大和 母袋
8 盗人畑 大和 母袋
9 ごんすけやしき 大和 母袋

母袋の火事 大和 母袋
池仏さま由来 大和 母袋
消えずの照明 大禾Π 母袋
母袋よそざ 大和 母袋
ふみだしの名号 大和 母袋
坊主だぬ き 大和 母袋
チ ンチンカラカラ 大和 母袋
かい 1)ち だぬき (1 大和 母袋
かわうそ 大和 母袋
てんぐ 大和 母袋
大もっけい /1ヽ もっけい 大禾Π 母袋

『美濃の昔話』日本の昔話16 稲田浩二編 (日本放送出版協会)1977
番号 掲載開始頁 題 名 伝 承 地

1 しっぽの釣 り 大和  貪」
2 3 ふくろうの紺屋 大不Л ]可 口

3 4 雀孝行 大和 小間見
4 猿蟹合戦 大和 剣
5 8 カチカチ山 大和 徳永
6 9 猿と蛙の餅争し 大和 剣
7 兎の拾い物分配 大和 大間見
8 助十郎 とゴンスケ狸 大和 上栗巣
9 爺 と狸 大和 徳永

狐 と男 大和 名皿部

-5-



美濃の 日本の音話16 稲田浩二編 (日本放送出版協会)1977
番 号 掲載開始頁 題 名 伝■承‐地

1 しらが平の婆餅 大和 上栗巣
2 狸 と焼け石 大和 下古道
3 貸 し椀淵 (1) 大和  剣
4 貸 し椀淵 ② 大和  剣
5 貸 し椀淵 (3) 大和 剣
6 貸 し椀淵 (4) 大和  剣
7 食わず女房 大和 洞口
8 鼠の楽土 大和  剣
9 す りこぎ隠し 大和 上栗巣

猫化け退治 大和 洞口
おもらに嫁入 りしなかった娘の草花 大和 牧
蛇婿入 り (1 大和 上柴巣
猿婿入 り 大和 徳永
嫁 と姑 大和 福田
肉付 き面 大和 牧
内ケ谷の知恵者 ブ(本日  7 nl[コ

仇討ちの歌 大不口 ,同 口

子守唄内通 大和  洞 口
蟻通 し 大和 洞口
化けもの退治 大禾日 '同 口

おばりょうかおぼうか 大和 上栗巣
出そうか出そまいか 大和 上栗巣
まま子と歌 大和 洞口
まま子 と破魔弓 大和  洞 口
まま子 とふたば草 大和 下栗巣
まま子の栗拾い 大和 小問見
藁すべ長者 大和 洞口
一寸法師 大和 落部
婿入 り話 大和 上栗巣
大年の火 (1) 大和 牧
弘法 とく《)の化け 大不Π 万場
弘法 と石いも 大和 小問見
鳥飲み爺 (1) 大和 下古道
鷹の捨て子 大和 小間見
和尚とガヽ僧 大和 口神路
甘′西はイムさま 大和  洞口
ふくふ く、ひたるひたる 大和 大間見
焼餅和尚 大和 上栗巣

203 猫と南瓜 大和 下古道
虻に手斧 大和 洞口
狐退治の失敗 大和  翁」
そばの根はなぜ赤い 大和 名皿部
鏡屋 と琴三味線 大禾Π 洞口

213 グズ 大和 剣
215 鯖売 りのさきっつあんの出世 大和 牧

屁こきの婿入 り 大和 上栗巣
嘘つ き三太 大和  山田
なまかわ者の天昇 り 大和 上果果

229 みょうが宿 大和  山田
230 おれがこいた屁 大和 福田

ひとつ きに一回 大和  洞 口
232 ひょっとこしょ 大和 上栗巣
233 本殺 し生殺 し 大和 徳永
235 柴を刈 らずに くさかった 大和  411口

236 短い話 大和 福田
天か ら細引 大和 古道
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番号 掲載開始頁 題 名 伝■承 地
1 高賀山の鬼 八幡 那比

2 宝刀祖師野丸 和良 祖師野

3 おまん桜 白′鳥 1ヒ濃

4 雨ケ:いの藁の竜 八幡 五町

5 中西のキツネ 白鳥 中西

6 那留が野のキツネ 白鳥 那留
7 根村のタヌキ 美並 根村
8 浄 多 杉 白鳥 石徹自

『美濃の民話』 第一集 赤座憲久編 (未来社)1973

『美濃の民話』 第二集 赤座憲久編 (未来社)1977

『和良の民俗』昭和53年度調査報告 猪岡洋編 (東洋大学民俗研究会)1979

番号 掲載開始頁 題 名 伝 1承 地

1 那留が野のキツネ 白′烏 那留
今日様と山んば 大和

内が谷の子ども 大和 内ケ谷
4 石の地蔵様

5 海へ落ちたなまけもの

6 めしくわん嫁

7 天狗のこぶとり

8 水恋鳥 (二 ) 白′島 石徹白
9 ウスボドチ

女池の大蛇 白鳥 那留

侑吹きと竜 白 `鳥  石徹自
茶釜岩 八幡 初納
八百比久尼

4 べっぴんの屁 白鳥

人柱のおよし 八幡

番号 掲載開始頁 題 名 伝 承‐‐地

1
雀 孝 行 和良 下洞
雀孝行 和良 上沢

水乞鳥 和 良 下洞

尻尾の釣 和良
~F‖
pl

5 230 十二支の出来 和 良 下洞

6 猿と蛙の餅争い 和良 下洞
古屋の漏 り 和 良 下洞

鷲の捨て子 和良 下洞
231 蛇婿入 り 和良 下土京

0 蛇女房 和良 宮地
桃太貞F 和良 法師丸

2 桃太良F・ 和良 法師丸
3 米埋糠埋 不Πra 下洞

4 継子の栗拾い 和良 横野
5 竹伐り爺 和良 野尻
6 舌切雀 オΠ良 宮地
7 235 門松の由来 和良 鹿倉

235 笠地蔵 和良 法師丸
和尚お代わり 和良 法師丸
焼 餅 和良 法師丸
焼餅 和良 横野
馬の落し物 和 良 下Ⅵ可

草メJろ う 和良 法師丸
236 草刈ろう 和良 法師丸

もとの平六 禾Π良 下洞
無精くらべ 和良  ~ド ,同

237 こんな顔 和 良 東 野

237 団子聟 和良 法師丸
右荷宿 和良 法師丸

_y_



『和良の民俗』昭和53年度調査報告 猪岡洋編 (東洋大学民俗研究会)1979
番号 掲載開始頁 題 名 伝|1承■地|

肉付面 禾日良  
‐
下,同

長い話 和良 下洞
長い話 和良 鹿倉
ヒョウタンから米が出てきた話 和良 鹿倉
継子の話 和良 法師丸
婆の鳥料理 和良 下洞
牛にひかれて善光寺詣 り 和良 下洞
ヨシスケヨシミツ 和良 下洞
継 子 い じめ の 話 和良 宮地
葬 経 伝 詳 和良 下上京

243 鬼の首 和良 下沢
瓢岳の鬼 禾Π良 下沢
がらん婆 和良 下沢

245 重ね岩 和良 宮地
蜘蛛測 和良 鹿倉
強 の 首 和良 宮代

248 義経伝説 和良 宮代
山婆の足跡と小便池 和良 宮代
浄流寺 和良 宮代
河童の証文 和良 宮代
宗祇柿 和良 宮代
刀掛けの松 和良 宮代

249 蛇穴 和良 野尻
コンニャク芋栽培しない理由 和良 野尻

『ら、るさとのむかしばなし』 刀6比公民館 切6比公民館)1992
番 号 掲載開始頁 題 名 伝 承■地

1 やまんばとらずの機 八幡 那比
天狗 と暮 らした朝吉 と石仏 八幡 那比

3 新宮の朝日伝説と銭岩のはなし 八幡 那比
7 天暦の悲 しきロマ ン 八幡 那比

5 投げ込 まれた大 日如来仏ケ渕の由来 八幡 那比
うるら六佐のまねできぬ 八幡 那比

7 黄金小束で拾二束 八幡 那比
竹のたすきと牛方 八幡 那比
猪 1聡 い 箸 ノ八、欄静  りБ上ヒ

若狭氏の伝え 八幡 那比
11 明智岩のはなし 八幡 那比

高賀山頂の経塚物語 八幡 那比
野を駆けて麦 を喰 う絵馬 八幡 那比
青 葉 の 笛 八幡 那比
一の鳥居 と二の鳥居 雨乞い瀬戸の宵闇まつ り 八幡 那比
猪穴と猪肉桶 伊勢湾のブリと嫁入岩 八幡 那比

7 猿丸大夫伝説に関わる話 八幡 那比
奇怪な大杉 八幡 那比
きつねの嫁入 り 八幡 那比
美坂の鬼退治 八幡 那比
那比谷の湯屋 八幡 那比
ろくさぶさの怪力 八幡 那比

『小駄良の民話』井上正道・森政治編 。再話 (り‖合小学校)1973
番号| 掲載 1開始頁 題 名 伝■承■地

1 露洞姫 八幡 小駄良
ジエモサの清水 八幡 小駄良
初音の狐  1 八幡 小駄良
初音の狐 2 八幡 小駄良
西現湯 と薬師様 八幡 小駄良
稚児権現様 八幡 小駄良

― 器 一



『小駄良の民話』井上正道・森政治編
。再話 (サ‖合小学校)1973

陪『上の昔話 。昔の話』 和田昌三 編 (一つ葉文庫)1991

掲載開始頁 題 名 伝‐|‐承■‐地

7 ヘ ンビ石 八幡 小駄良
8 五郎左新田 八幡 小駄良
9 八百比久尼物語 八幡 小駄良

天神様の光る石 八幡 小駄良
じじが淵 八lll 小駄良

ふるさとのうた 八幡 小駄良
鬼子母神 八幡 小駄良
カッパの川太郎 八幡 小駄良
教円和尚と銀狐の話 1 八幡 小駄良
教円狐 その 2 八幡 小駄良
教円狐 その3 八幡 小駄良
小駄良才平 八幡 小駄良
崇る木 八幡 小駄良
戒仏薬師 八幡 小駄良
影のさす木と藤巻清水 八幡 小駄良
南官神社 盗まれた本尊 八幡 小駄良
甚五郎のこま大 八幡 小駄良
小駄良心中 八幡 小駄良

3 最後谷 八幡 小駄良
6 戒仏奥の官 八幡 小駄良
十二体の仏像 八幡 小駄良
戸立ての神様 八幡 小駄良
天狗様と与之吉の話 八幡 小駄良
河鹿学校の幽霊 八幡 小駄良
十郎兵衛と五郎兵衛観音 八幡 小駄良
印雀の弥宜殿 八幡 小駄良
姫の神―河鹿の賀喜踊 八幡 小駄良
横井の青大将 八幡 小駄良
乙姫淵とヤカン淵 八幡 小駄良

番号 掲載開始頁 題 名 伝 1承 |‐ .地

1 」ヽ那比のキツネ (ばかされた吉右衛門) 八幡 小那比
11 五町の雨乞い (竜の怒りで大洪水) 八幡 五町

3 市島のカッパ (力比べで川の中へ ) 八幡 市島
梅屋の旦那 (主人の心づかい) 八幡

漆さし (キツネが恩返し) 八幡 初能
山んばの仕返し 赤子を殺した糸玉) 大和 河辺

7 城山の夢ギツネ 昼寝しだまされる) 八幡

聖淵 (山伏のたたり) 八幡  /1胡『上ヒ

9 ホギャホギャ淵 カッパに食われ′ 高鷲 鮎走
0 赤谷川の由来 (き られた武士の血が) 八幡 愛宕

赤谷川の由来 (き られた武士の血カ 八幡 愛宕
2 赤谷川の由来 (き られた武士の血カ 八幡 愛宕
3 老僧路 (嫁いだ娘に会いたい) 八幡 旭

大洞川のカッパ (三蔵が見事に退治) 八幡 市島
b キツネ火 (だまされた馬車曳き) 八幡 初音
6

―

カミ (送 り迎いの礼に油揚げ) ′ヽ幡 旭
7 京塚山 (比叡山の僧が焼き打ち) 八幡 市島

山バ トの話 白鳥

9 山バ トの話 高鷲

名皿部峠のキツネ (白 い歯の美しい女) 大和 名皿部
l 弥助と竹蔵 (暗い夜道で冷や汗) 明宝

初音の山大 (一晩中戸にあたる 八幡 初音
布淵 (イ ワナが虚無僧に 明宝 寒水
戸立て (キツネが通せんぼ) 八幡 初音
那留の峠の白ギツネ (花嫁にばけだます) 白鳥 ガ『留
天狗と飛脚 (通 り道に手や足が) 八幡 五町

一
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『郡上の昔話 。昔の話』 禾口田昌三 編 (一つ葉文庫)1991
番 号 掲載開始頁 題  ■■■■名 |(副題 ) 伝 ‐承1地

三部経 (石ころを大事そうに 明宝  二間手
牛に化けた地蔵様 (山へ行 く人通せんぼ ) 高鷲 鮎走
ざっと淵 (盲人が山の下敷き) 自鳥

嘉平淵 (死んだ男が仕返 し) 明宝 寒水
エボシ岩 (ヒ イラギが鬼退治) ノ八、嘲野  力61ヒ
西現 さま (急病治 した泉あと) 八幡 初音
貝が洞の由来 (嵐のときに大きな貝が) 八幡 五町
延命地蔵さま (身投げを救お うと) 八幡 尾崎
善光寺如来 (上の中か ら仏像が )

『郡上の伝説』 力]藤一男著 (加藤―男発行)2004
番 号 掲載開始頁 題 名 伝1承 1地
1 l 大日岳の白馬 高鷲 西洞
2 2 名刀千束丸 高鷲 向鷲見
3 3 鷲退治 高鷲 向鷲見

5 六 ツ城 白鳥 野添
5 7 貴船神社 白鳥 野添
6 9 原口城 白鳥

7 仮宿渕のかわろう 白 自  由 童 屋

8 那留ケ野の狐 自鳥 '「留

9 おまむ桜 白鳥  長滝
阿弥陀ケ瀧 白′島 前谷
村間ケ池 白鳥 前谷
老婆が動か した木像 白鳥  石徹 白
おしどり谷の長者 白鳥  石徹 自
和国山の龍神 白鳥 石徹 白
首無墓てん 白鳥 石徹白
石徹白の力女 白鳥 石徹 白
蛇切 り長助 白′鳥 石徹白
犬石 白鳥 石徹白
浄安杉 白′島 石徹白
根後山と二又の朴葉 白鳥 石徹白
小野天満宮 八幡 月ヽ野
岸剣神社 八 幡

力 石 八幡

八幡城の人柱 八幡

白米城 八幡

カッパの恩返 し 八幡 初納
alllの 胤扱 1ン 八幡 初納
牛隠れの池 八幡 初納
茶釜岩 八幡 初納
猿丸太夫の出生地 八幡 那比
慶西上人の墓 八幡 那比
銭 岩 八幡 那比
殿上渕 ブヽ欄酵 刀『 1ヒ
佛ケ測 八幡 那比
名馬磨墨 明宝 気良
婆 岩 明宝 水沢上
兄 の 百 和良  

‐
Fツ尺

蛇 穴 和良 野尻
重ね岩 和良 宮地
御手洗の瀧 和良 法師丸
鎧掛けの松 和良

瓢ケ岳の鬼退治 美並

身代わ り円空仏 美並 上田
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1番号 掲載開始頁 題 名 伝■承1地
1 1 釜淵の大亀 大和 徳永
2 3 弁慶岩 大和 徳永
3 ォッネ岩 大和 徳永
4 5 猿ケ,青水 大和 徳永
5 7 不思議谷 大和 河辺
6 弁慶石 大和 河辺

ごりん測の

'可

竜 大和 神路
1 八幡城の人柱 大和 神路

束林寺の懸仏 大和 牧
洗われた神様 大和 牧
千人塚 大和 牧

2 薙刀清水 大不Π 牧
3 17 抜け出た絵馬 大和 牧
4 妙見様と桃の種 大和 牧
5 民造岩 大和 牧
6 不思議な掛軸と床の間 大和 牧
7 三 日坂 大和 牧
8 牧村の力持 大和 牧
9 飛び去る金の鶏 大和 古道

瀬戸渕の大蛇 大和 古道
21 平家館 大和 古道

新四郎 さ 大和 古道
冠城 大和 栗巣
椀貸し測 大和 栗巣
松葉洞の天狗 大和 栗巣
槍 石 大和 母袋
二つの自山神社 大和 母袋
平家の墓 大和 母袋
銭かみ岩 大禾Π 母袋
阿千葉城 大和 剣
よえもん測 大和 剣
よえもん仏 大和 剣
赤歩岐の古狸 大和 剣
剣村の力持 大和 剣
松尾城 大和 大問見
地蔵渕 大和 大間見
小次郎測と布渕 大和 大間見
旗立て石 大和 大問見
大月の鬼退治 大和 小間見
七軒七社 大和 万場
万場村の力持 大和 万場
貴船神社 大和 万場
熊野神社の大石 大和 万場
公卿さの娘 大和 万場
久仙のつちのこ 大和 名皿部
子守地蔵 大和 徳永
木越城 大和 島
七代天神 大和 島
豊龍神社と大蛇 大和 島
草の生えない寺跡 大和 落部
板壁に浮かぶ少女の像 大和 福田
不思議な鏡 大和  1勺 ケ谷

内ケ谷の知恵者 大和 内ヶ谷

『古今伝授の里 やまとの伝説』 カロ藤一男著 (加藤一男発行)2002

『美濃と飛騨のむかし話』岐阜県小中学校長会編(岐阜県小中学校長会)1968
番 号 掲載開始頁 題 名 伝 ■承 地
l 高賀山の魔者退治 美並
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『続・美濃と飛騨のむかし話』岐阜県小中学校長会編 (岐阜県小中学校長会)1970
番 号 掲載開始頁 題 名 伝 ‐承|1地
1 茶釜岩 八 幡

2 雨
//1い 八幡 五町

3 浄安スギ 白鳥  石徹白

『読みが読みがたり岐早のむかし話』 岐早児童文学研究会編 日本標準 2004
番 号 掲載開始頁 題 名 伝 ‐‐承 地
1 まま子と本子
2 木ぼりのニワトリ
3 銀のとりし

4 カワウソが読んだ手紙
5 こぞうとあま酒
6 てんぐのかくれみの

7 225 うそくらべ

8 227 長い話 とみ じかい話

『岐阜の伝説』 岐阜児童文学研究会編(日本標準)1978
番 号 掲載開始頁 題 名 伝 承■地
l 浄安杉 白鳥 石徹白
2 茶釜岩 八幡 川佐
3 平家岩 入幡 小那比
4 那留が野 自鳥 那留
5 高賀山の鬼 美並 粥川

『わらむらにのこる民謡と昔話』和良村教育委員会編休日良村教育委員会)1996
番 号 掲載開始頁 題 名 伝 承■地
1 焼餅 和 良

2 笠地蔵 和良
3 雀孝行 和 良

水乞鳥 和 良

Э 尻尾の釣 和 良

十二支の由来 和 良

団子聟 和良

米埋糠埋 和 良

継子の果拾い 和良

蛇婿入 り 和 良

11 蛇女房 禾日1こ
鷲の捨て子 和 良

舌切雀 和良
14 ヨシスケ、ヨシミツ 和 良

継子いじめの話 和 良

こんな顔 和 良

17 もとの平六 和 良

草メリろう 禾日1こ
和尚お代わり 和 良

門松の自来 和良
ヒョウタンから米が出てきた話 和 良

猿 と蛙の餅争い 和良

古屋の雨漏 り 和 良

竹伐爺 和良

肉付面 和良 下洞
牛にひかれて善光寺詣 り 千Elra
著荷宿 不Π良

無精 くらべ 和良

婆の鳥料理 和 良

馬の落とし物 和 良
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『あ、るさと八幡』ノ＼幡町教育委員会編(八幡町教育委員会)1974
番号 掲載開始頁 題 名 伝 承 地
1 城下町八幡 (お よし物語 ) 八 幡

城下町八幡 (力石 ) 八幡

llFb比の新宮 (高光のおにたいじ) 美並

4 名刀蛇切丸 八幡

『わたしたちの岐阜県の伝説』 後藤時男(大衆書房)1972
番号 掲載開始頁 題 名 伝 承 地
1 雨 ごいをしなくなった村 八 幡 五 町

人柱になった「およじ」 八 幡

大スギとクマ しみず 白鳥 石徹白
4 おまむ桜 自′弓 Jヒ濃

鉄のきらいな大蛇 白鳥 前 谷

うばすて山 白鳥 牛道
笛の名人と竜神 白鳥 石徹白
大 日岳 と白馬 高鷲 折立
ふしぎなうなぎ 美並 粥 川

イボ石 禾Π良 横野
ふしぎな穴と竜 千口良 野尻

『柳田国男未採択昔話衆稿』野村純一編 (瑞本書房)2002
番号 掲載開始頁 題 名 伝 承 地
1 福 1/」 の 詰 大 本Π 内 ヶ谷

牡丹の好 きな娘の話 大和 内ケ谷
大になった妻の話 大禾Π 内ヶ谷
夢が真であった話 大和 内ケ谷
四郎 とシロの話 大和 内ヶ谷
たこと猫の話 大和 内ヶ谷

7 鬼が仏に変った話 大和 内ヶ谷
馬鹿婿の話 大和 内ヶ谷
馬になった娘の話 大和 内ケ谷
煙草の始 り 大和 内ヶ谷
子いじめ 大不Π 内ケ谷
記と真罠 白鳥 石徹白

『岐阜県の民話』 日本児童文学者協会編 (4■BL成社)1981
番号 掲載開始頁 題 名 伝 1承 地
1 無間のかね 大和 母 袋

藤吉の墓 ノヽ lll

びたびたじょうり 大和 大間見

『子どもの版画・絵本 ぎあ、のむかしばなし』下呂小学校 (あ い書房)1978
番 号 掲載開始頁 題 名 伝 承 地
1 なるが9J・キツネ 白鳥 那留

『日本の伝説 8 東海』 日本伝説拾遺会編 (山田書院)1972
番号 掲載開始頁 題 名 伝 承 地
1 星宮 と粥川鰻 美並 粥 川

『美並村史』通史編下巻 美並村教育委員会編 (美並村教育委員会)1984
番号 掲載開始頁 題 名 伝 承 地

1 707 大師伝説 美並

蚕神の起こり 夫 並

堂社・石塔伝説 美並

4 7 塚・墓の伝説 美並

円空の願力 美並 木 尾

6 2 越中比丘尼 美並 深戸

7 西神頭 と神迎え 美並 ヌitを
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『美並村史』通史編下巻 美並村教育委員会編 (美並村教育 辱員会) 1984
番 号 1掲載開始頁 題 名 伝‐承■地
8 高光伝承 美 並

9 落人伝説 美並
0 源助 さん 美並 勝原
1 木・石・渕・洞伝説 美並

2 7 6 井戸伝説 美並

3 7 6 向 乞 い 伝 説 美並

4 7 7 膳椀貸 し伝説 美並

5 7 8 年中行事伝説 美並

6 焚物の神 と食物の神 美並 福野
7 720 笠地蔵 美並 下 田

8 722 継子の栗拾い 美並 苅安
9 天から細;|き 美並

千年桃 美並 苅安

殿様の赤鳥帽子 美並

天狗 美並

山の神 美並

726 河童 (どちどろべし 美並

大亀 美 並 深 戸

728 水蜘蛛 美並 苅安
728 せ くらべ 美並

729 つ し婆 美並

729 狐のいたず ら 美並

狸に化かされた話 美並
733 ネ申は牛が嫌い 美並 赤池・杉原

『郡上八幡町史』下巻 太田成和編 (臨川書院)1987
番 号 掲載開始頁 題 名 伝■承■地
l 六本杉 八幡 勝皿
2 影のさす木 八幡 有坂
3 逆杉 八幡 勝 m
4 ヨロイカケの松 八 幡

5 カヤの木 八幡 坪佐
6 祟る木

7 目印しの木
8 御影石 八幡 月ヽ野
9 ひとなり石 八幡 鬼谷

武器になった石

石仏 八幡 入間
崇る石 八幡 穀見

3 重 岩 和 良 戸 隠

4 ンビ岩 八幡 西乙原
5 ゼニ岩 ノ八、Fil  ,Б lヒ
6 かかり岩 八幡
7 弁慶岩 八幡 勝皿
8 平家岩
9 灯明岩 八幡 亀尾島

乳岩 八幡 坪佐
エボシ岩 八 幡 刀Б上ヒ

明智岩 八幡

茶釜岩 八幡 初納

904 男岩女岩 八幡 枡形
仏 岩 八幡 亀尾島
御坂ケ岳 八幡

905 弘法清水 八 幡 乙姫

白雲水 八 幡 本 町

905 笠神様の清水 八幡 坪佐
日照りにもかれない水 八幡 初音
セ ト 八幡 亀尾島
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『郡上八幡町史』下巻 太田成和編 (臨川書院)1987
番 号 掲載開始頁 題 名 伝 承 1地

猪々ケ瀬 八 幡

ビワ淵 八 幡  須 自 々

907 孫兵衛淵 八幡 初納
907 シラサワ淵 八幡 是本

矢 淵 八幡 小那比
仏ケ淵 八幡 那比
殿上淵 八幡 新宮
牛隠れ池 八幡 初納
天竜峡 へ幡 初納
大矢淵 八 幡  五 町

適満瀬 八幡 五町
制 半 汗 し 八幡

うるしさし

法イ云ノ滝 八幡 吉野
イく勇サ,竜 八幡 赤谷

三段 ノ滝 八幡 安久田
天ケ滝 八幡

水 トケ 池 明宝 水上

913 稚児山 八幡 円尻

地獄谷 八 幡

車返 し 八幡 吉野
白米城

金の鶏 へlil 美山

915 朝 日夕 日 八幡 小那比
八百比久尼 ブヽ lll "51ヒ
ゼン・ワン貸 し

918 木地屋

落人のはな し

922 雨乞いのはなし

923 猿 引 太 ■ 八幡

百合若大臣 八幡 有坂
姥捨山

926 人柱およし 八幡

午・馬について へ幡 小駄良
928 狼

狐

か っ ぱ

露洞姫 へ幡 坪谷
932 鷲退治

白鳩

ふくべ岳の鬼退治

936 神の使いの動物
937 大師講

937 矢 に つ い て

最後谷 八幡 河 鹿

938 天狗だお し

槌の出る話 八幡 深皿
十二体の仏像 八幡 坪谷

八幡

ヤナおあきない (近江商人) 八幡 那比
塚のはなし

蛇 塚 八幡 吉田
ミコシ塚 八幡 吉田
経 塚 八幡 吉田

八人塚 八幡 吉 田

七人塚 八幡 新官
943 千人塚
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『大和町史』通史編下巻 大和町 (大和町)1988
番号 掲載開始頁 題 名 伝 1承‐1地

おつね岩 大和 徳永
2 980 銭 I歯岩 大和 母袋
3 のろいの火壷 大和 上栗巣
4 弁慶の足跡 大和 徳 永

槍岩 大和 上栗巣
982 枢の木 大和  貪」

7 982 宗祇ざくら 大和 古道
982 田打ちざくら 大和 牧
983 猿が清水 大和 徳永

宗祇清水 大和 大問見
1 薙刀清水 大和 牧

氏神様 大和 ネ申路
川上へ流れた神様 大和 内ケ谷
西宝寺の阿弥陀様 大和 母袋

葉成 り銀杏 大和 大問見
6 986 火の守 り神 大和 万場

7 987 不思議な鏡 大和  内ケ谷
987 ふじくにの守り神 大和 万場
988 二つの白山神社 大和 上栗巣

妙見様と桃の種 大和 牧
無間の鐘 大和 上栗巣
森の神様 大和 小問見
薬師の黄金仏 大和 徳永
いもじがほき 大和 大間見
大 月 大和 小 Fnl見
お屋敷洞 大和 大間見
がまがさこ 大和 小間見
清水棚 和  う5場
盗人畑 大和 上栗巣
ふしぎ谷 大和 河辺

ふるやの畑 大和 大間見
平家の落人と母袋 大和 上栗巣
ほろや 大和 上栗巣
味口曽,同 大和 小間見
矢が洞 大和 剣
足代の化け猫 大和 古道

かわうそ 大和  実J
狸  1 大和 上栗巣
狸  2 大和 上栗巣
狸  3 大和 徳永

997 狸 4 大和 神路
狸 5 大和 下栗巣
狸 6 大和 上栗巣

998 狸 7 大和  実J
栃本の目薬 大和 上栗巣
泣かせ猫 大和 上栗巣

999 那留が野狐 大和 上栗巣
薬師の狐 大和 徳永
山犬 大和 上栗巣
山犬 と塩 大和 上栗巣
赤髭作兵衛 大和  貪U
内ケ谷の知恵者 大和  内ケ谷
小野江梅軒 大和 大問見
鷲見才三郎 大和 大間見
力 自慢の三人 大和

人柱およし 大和 神路
母袋与三左 大和 上栗巣
馬淵 大和 小問見
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番号 掲載開始頁 題 名 伝
‐‐
|||||‐

‐
承 ||||||‐ 地

1008 馬乗 り淵 大和 内ケ谷
1008 釜 淵 大和 徳永
1008 くろ淵 大和 上栗巣
1009 小次郎淵 ☆ 升Π ′卜闇 甲

1009 巡ネ助 滝ゞ 大和 上栗巣
1009 布淵 大和 小間見
1009 与衛門淵 大和  会U

お金屋敷 大和 上栗巣
2 治太郎御殿 大和 上栗巣
下島屋敷 大和 万場
新四郎屋敷 大和 古道

5 足谷 大和 小間見
0 河 童 ブ(禾ロ  ネ中l各

0 7 月ヽ田坂のイいナ椿 大和 小 Fn3見
黒い玉 大和 剣
大 蛇 大和 大間見
天狗 1 大和 大間見
天狗 2 大和 内ケ谷
天狗 3 大和 徳永

1018 天狗 4 大和  内ケ谷
8 天狗 5 大和 内ケ谷
0 8 戸だて 大和  剣

0 8 幽 霊 大和  倹J

0 8 雪入道 大和 小間見
0 9 横障子 大和 神路
0 9 恩善寺の門番 大和 徳永
0 9 鈴の歌 大和 徳永

大もっけしⅥ もヽっけい 大和 上栗巣
公卿さの娘 大和 万場

022 ちんちんからから 大和 上栗巣
023 平家の宝 大禾口 内ケ谷

『大和町史』 通史編下巻 大和町 (大和町)1988

『奥美濃よもやま話』2金子貞二 (奥美濃よもやま話刊行会)1971
7 おまむ桜 白鳥 長滝
8 水沢上が池 明宝 水沢上
9 小川の大滝の主 明宝 小川

本光寺の七不思議 明宝 寒水
鳥居宮と成就の宮 明宝 寒水

『奥美濃よもやま話』5金子貞二 (明方村教育委員会)1976
12 1  121 1 目を抜かれた鬼瓦                |

『高鷲村史』 山川新輔 (高鷲村役場)1960

『奥美濃よもやま話』1金子貞二 (奥美濃よもやま話刊行会)1971
番号 掲載開始頁‐ 題 名 伝■承■地

l 寒水の加平渕 明宝 寒水
又助岩と又助ぶち 明宝 寒水
川佐長者と茶釜岩 八幡 旭

4 鶴佐の新平さと牛鬼 明宝 寒水
耳柿 明宝 寒水
尾会津の力末孫 明宝 寒水

番 号 掲載開始頁 題 名 伝1承 1地
猪の洞の山うば 高鷲 穴洞

2 742 名刀千東丸 高鷲 向鷲見
3 巣郷の池田 高鷲 切立
4 巣郷の庄左 高鷲 切立
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『高鷲村史』 山川新輔 (高鷲村役場)1960
番 号 掲載開始頁 題 名 伝1承■地
5 大蛇のぬけ穴 高鷲 切立
6 744 庄左の後妻 高鷲 切立
7 さらけが池 高鷲 鷲見

国境のとりきめ 高鷲 鷲見
9 折立長者の白馬 高鷲 折立

蜘蛛の又三 明宝 東気良
蛇 岩 明宝 寒水
おつとめをされる仏様 明宝 東気良
絶やさない先祖の火 明宝 東気良
不 光 子 の 七 イ 思ヽ 議 明宝 寒水
カワロウのアイス 明宝 小川
気良日の地蔵様 明宝 二間手
新四郎さ 明宝 寒水

『白鳥町史』通史編下巻 白鳥町教育委員会 (白鳥町)1977
番 号 掲載開始頁 題名 伝承地
1 浄安杉 白鳥 石徹白
2 たか女が洞 白鳥  石徹白
3 和田6D/1ヽ ,也 と竜ネ申 白′鳥 石徹白
4 畜生谷道者 白鳥  石徹白
5 首無 し墓てん 白鳥  石徹白
6 鴛谷長者の話 白鳥 石徹白
7 泰澄おやすみ岩 白鳥 前谷

806 千人塚 白鳥  1『谷

阿弥陀ケ滝由来 白鳥 前谷
807 村間ケ池の大蛇 白鳥 前谷

11 駒の尾滝と平家平 白鳥 歩岐島
808 与太郎淵 その 1 自鳥 歩岐島

与太郎淵 その 2 白鳥 歩岐島
809 おまむ桜 白鳥  長滝

二 日町城の人柱 白鳥 二 日町
仏岩と天狗岩 白鳥 二日町
お しゃれ塚 白鳥 二 日町
回小駄良の 1牛の子J出来 白′島 向小駄良
仮宿淵のかわろう 自鳥 中津屋
酒の出た谷 白′島 白′鳥
仏 円 自鳥 為真
原 口 城 白鳥  中西
きん洞の水 白鳥 六ノ里
礫場 白鳥 那留
雄池 白鳥 那留
那留ケ野の狐 白鳥 那留
よもの (妖怪)の話
日本一のへ こきじじ
ヘビと娘
り八政臣月ヽ l欠良:

まま子と本子

『明宝村史』通史編下巻 明宝村教育委員会 (明宝村教育委員会)1993
番号 掲載開始頁| 題名 伝承地
1 1 耳柿 明宝 寒水

1 光明寺の天狗 明宝 西気良
3 1 水沢上が池 明宝 奥住
4 1 0 六部の墓 明宝 小川
5 1 0 蓮如岩 明宝 東気良
6 1 春 日明神 明宝 小川
7 1 3 鳥居宮 と成就の官 明宝 気良
8 l 鶴佐の新平さと牛鬼 明宝 寒水
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『明宝村史』通史編下巻 明宝村教育委員会 (明宝村教育委員会)1993
番 号 掲載開始頁 題名 伝承地
9 8 枢の木淵の化けぐも 明宝 寒水

8 惣左淵の化けぐも 明宝 西気良
9 布淵の岩魚 明宝 寒水
釜淵の岩魚 明宝 西気良

9 化淵の岩魚 明宝 小サ|
丈が洞の主 明宝 奥長尾
大滝の主 |りJ〔〒: /jヽり|

気良川のガワロウ 明宝 気良
名馬磨墨の里 明 7 山 気 良

池月と馬糞石 明宝 寒水
本光寺の先祖 明宝 寒水
蓮浄寺の先祖 明宝 奥住
割 り洞 明宝 東気良
布頭と布尻 明宝 寒水
オンバゴゼン 明宝 寒水
牛オレ 明宝 東気良
ヌケ ド 明宝 寒水
弁慶石と弁慶岩 明宝 寒水
栃尾谷の石 明宝 二間手
架けぞくなった根谷山の石の橋 Rll宝  畑佐
弘法様の足跡 明宝 二問手
落ちて来た話 と出て行った話 明宝

牛嫌いの神様 明宝 東気良
心は残ると約束 した神様 明宝

鈴虫・松虫 明宝 西気良
蜘蛛の又三 明宝 東気良
蛇岩 り]コ{  スヽ 71(

おつとめをされる仏様 明宝 東気良
絶やさない先視の火 明 玉  果 気 艮
本光寺の七不思議 明宝 寒水
カワロウのアイス 明宝 /1ヽり||

気良日の地蔵様 1月 宝  二 問 手

新四郎さ 明宝 寒水

『これでちょつきりきのこつぱ』白鳥町役場 (白鳥町)1984
番 号 掲載開始頁 題 名 伝 承 地
1 2 若い衆 と山鳥取 り 六ノ里

2 山犬のお礼

3 6 鬼が笑 う 二 日町

ムカデの呼び使い

鮎と鯛とコチ

6 1 お月様 とお 日様 オ市が洞

7 4 谷川の増水 恩 地

6 那留ケ野のクソ溜 中西

娘と馬のクソ 中西

正月の御馳走 中西

1 那留ケ野の一軒家 那
rin7

那留ケ野の赤鬼 那留

3 小淵の火の玉 前 谷

4 借家の幽霊 白鳥

5 木曽川の天 ビン

6 内ケ谷村の子供 内ケ谷

7 河i戸の嫁 さが し

ウソつ きノヽ助 為 真

9 勇 助 の ウ ソ諦 六ノ里

ヒノ木に柿がなった 六ノ里

ババサの手紙 六ノ里

盗人と
"ヘ

白鳥
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『これでちょっきりきのこつぱ』白鳥町役場 (白鳥町)1984
番号 掲載開始頁 題 名 伝‐承■地

若い衆の江戸見物
越前の相撲取 り 牛道

帰ってござった円空様 中西

西坂の金のツボ 西坂

『ら、るさと高鷲 辛夷の記』上村彰隆 (上村彰隆)1999
番 号 掲載開始頁 題 名 伝 承 地
l 鷲退治
2 八百相

3 やまんば 穴洞

4 郡上谷

5 やせ松の墓 鷲 見

6 泰澄の来村

7 大 日岳

8 蛭が野 蛭が野

9 折立長者 折 立

0 長者の白馬 折立

正会の戦

2 大屋測

3 名刀千東丸
4 71 巣郷の池円

5 蛇抜け
6 庄左の後妻

7 狐の嫁入 り 大が野
8 池 の 平

9 書女洞

大蛇の恩返し

赤牛滝 切 立

四本杭
皿気ケ池 (悲恋物語 )

『白山麓 石徹自の歴史と民俗』石徹白忠 (石徹白忠)1999
番号 掲載開始頁 題 名 伝  承 1地
1 293 墓点 石徹 白

祠山の天狗 石徹白

ずり石 石徹白

4 義経のまぼろし 石徹白

根後山と二又朴葉 石徹 白

岩苔山のたか女屋敷 石徹白
7 297 伊野淵 石徹 白

299 首無ぼてんの出来 石徹白
9 大杉 石徹 白

浄安杉 石徹白
1 打波あせ池 石徹白

不Π田褪せ池の伝説 石徹白
ババが倉の怪物 石徹 白

お じらみ谷の滝壷の主の話 石徹白
5 平七倉 石徹 白
6 蛇切 り長助 石徹白
7 320 滝ケ洞の大蛇 石徹 白

一本杉とヘンビの枕石 石徹 白

9 323 打波褪池の主 石徹白
325 池の平の主を追い払った話 石徹白

鷹が鳩になった話 石徹白
山 男 の 詰 石徹白

俵谷山の'怪物の話 石徹白
半 ス の 一 夜 城 石徹白

朝 日添山に仏像があった話 石徹白
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『白山麓 石徹自の歴史と民俗』石徹白忠 (石徹白忠)1999
番 号 掲載開始頁 題 名 伝‐承1地

猟師の兄弟愛 石徹 白

朝日添山にある木地屋の墓 石徹白

御来光石 石徹白

332 山大に送られる話 石徹白

332 こうを経た猫の話 石徹白

たか女 石徹白

狐狸妖怪談 石徹白

左膳が狐に化かされた話 石徹白

狐が女に化けた話 石徹自

狐の提灯 石徹白

道営菓点に火柱が立つ事 石徹白

祠野狐にあたられた話 石徹白

茶畑の狐が美人に化ける話 石徹白

馬の尻をのぞいた話 石徹白

天狗の木切 り 石徹白

古井戸の怪 石徹白

河童に医術 を習った話 石徹白

市兵衛 地獄 石徹白

『白山麓 石徹白拾遺録』石徹白忠 (石徹白忠)2002
番号 掲載開始頁 題 名 伝 承 地
1 蛇切り忠助 石徹白

不Π日の小池の主 石徹白

根后川の夫婦岩 石徹白

大まわりの怪談 石徹白

『いとしろの昔話 石徹白鼎翁手記「無碍の花」』上村俊邦編 (上村俊邦)2013
番 号 掲載開始頁 題 名 伝1承■地
1 l 和田山の打波褪池と天人 石徹 白

2 2 須間の長者と鴛鶯 石徹白

3 3 鴛谷長者の話 石徹白

4 6 猿 と猿橋 石徹白

5 7 石徹白と駿馬池月 (生崚) 石徹自

6 8 天馬 と石徹白馬 石徹 白

7 9 たか女と手鞠歌 石徹自

8 五輪然 と大師 石徹白

9 浄安と浄安杉 石徹自

小白山と御興宿 石徹 白

朝日添り||と 川熊 石徹白

保川の一つ 目岩魚 石徹白

天狗と山神 石徹白

4 鬼神山 池の平と鬼九郎右衛門 石徹 白

馬の首と亡原 石徹白

泰澄大師の母と鬼神 石徹白

長者屋敷と呼ばり岩 石徹白

下谷の釜 と龍宮 石徹白

地蔵洞と龍女 石徹白

平家塚と幌輯師 石徹白

道勝坊と道勝淵 石徹白
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郡上郷土史研究会会員名簿    劉33■
氏  名 自宅郵便番号 自宅住所 自宅電話番号 備 考

1 石 神 発 生 5014611 大和町万場2233 88-2413 理事。会長
，

“ 井 俣 初 枝 ∞ 1図Юll 大和町万場578 88-ν田 理事
つ
０ 大 野 一 道 5C114601 大和町大間見 4-1 88-2230 理事
4 大 野 紀 子 ■ 121501 大和町大間見 4-1 88-2230

5 加 藤 文 蔵 5014612 大和町余143-1 88-2802

6 河 合 利 雄 5014612 ブヾ禾日田『余130 88-昴20 理事・書記
″
′ 雉 野 尚 子 Ю lИЮ16 大和町島b田福田 88-3564 理事

8 此 島 恵理子 501“Ю16 大和町島3∞7 88-3659

9 佐 尾  チドリ 5014613 大和町名皿部335 88-3544 理事。会計

10 佐 藤 光 一 501412 大和町剣ワー 1 88-3201 理事・副会長

佐 藤 とき子 ■ 122 八幡町城南町287-2 65-4303
９

“ 白 石 博 男 5015121 白鳥町白鳥464-2 82-3235
Ｑ
υ 高 橋 義 一 501“Ю12 大和町会1720-1 88-3つ2 理事

14 瀧 日 準 一 ■ 14608 大和町牧845-1 88-″05 理事

15 清旨 日 千代美 5C114608 大和町牧1001 88-Ю59

16 田 中   篤 5C11416 大和町島192福 田 88-2792
″
′ 旗   勝 美 501■ 12 大和町余J(IЮ -2 88-2031

18 松 井 賢 雄 ω 14601 大和町大間見1つ1 88-3991

19 山 田 白 陽 5014616 大和町島189 88-3437

20 山 田 真 人 ■ 14605 大和町神路176 88-2114 監事

一 ラ ー



「
史

苑

や

ま

と
」
雪

号

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十

一
日
　
発
行

編
集
発
行

郡

上

郷

土

史

研

究

会

印

刷

所

白

　

鳥

　

印

　

刷


